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十
二
月
十
九
日
（
一
・
二
四
）
、
晴
。
午
前
五
時
半
ご
ろ
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
号
は
、
地
中
海
で
最
初
の
寄
港
地
マ
ル
タ
（
筥
釦
一
日
）
島
に
到
着
し
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
マ
ル
タ
島
ま
で
約
三
日
の
行
程
で
あ
っ
た
が
、
航
海
の
初
め
は
好
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
あ
と
か
ら
強
い
向
か
い
風
と
遭
い
、
船
は
動
揺
し
た
。
そ
の
た
め
船
に
酔
う
者
も
大
勢
出
た
よ
う
で
あ
る
。
、
、
、
午
前
九
時
ご
ろ
、
一
行
は
上
陸
し
た
。
こ
の
と
き
は
し
け
を
川
い
た
も
の
か
、
船
賃
と
し
て
四
シ
リ
ン
グ
支
出
し
て
い
る
。
海
岸
に
城
門
が
あ
り
、
そ
こ
に
衛
兵
が
二
名
ば
か
り
い
て
、
通
行
人
を
見
張
っ
て
い
た
。
こ
の
門
を
通
ら
ね
ば
市
内
に
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
道
路
は
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
お
り
、
狭
く
、
そ
れ
を
は
さ
ん
で
家
が
立
っ
て
い
る
。
日
当
り
は
必
ず
し
も
よ
く
な
く
、
昼
な
お
暗
い
と
い
十
二
月
十
六
日
（
一
・
二
一
）
こ
の
日
、
刑
学
生
一
同
と
松
井
源
水
ら
旅
芸
人
の
一
行
は
、
Ｐ
＆
Ｏ
汽
船
会
社
の
新
型
汽
船
「
タ
ン
ジ
ョー」（弓口己・月）号に塔乗しイギリスへ向かった。同船は長さ四十間、幅六間のスクリュー船であった。当時、ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
か
ら
イ
ギ
リ
ス
へ
行
く
に
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
へ
行
き
、
そ
こ
か
ら
鉄
路
フ
ラ
ン
ス
を
横
切
り
、
北
仏
の
カ
レ
ー
に
出
て
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
渡
る
方
法
と
、
海
路
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
ま
で
行
く
方
法
と
が
あ
っ
た
が
、
諸
経
費
を
節
約
す
る
上
か
ら
外
海
経
由
で
行
く
ことにし
た
。
った印象を受けた。
幕府イギリス留学生［下］
幕府イギリス刑学生〔下〕
宮
永
孝四
三
要塞司令官の官舎を訪問したのち武器庫に赴き、イギリスがトルコと戦った際に分捕った叩問や鉄砲などを見学した。
それより「鎖台某に面会す」ということだが、これは当時マルタ島の総督であったヘンリー・ストークス卿（将軍）
と会ったということであろう。同人は年六十余の老大夫であったという。
ロイドのメモの「横浜からロンドンまでの船旅における学生の個人的支出」勺のＨｍ・ロロ］のｘｂの。⑪⑦の。｛⑪斤且の貝の【『○日
『・丙・ｇｇｐ８田・己・ロによれば、伊東昌之肋に対する靴の代金として十九シリング支出されている。また「マルタ
史」に三シリング、「要塞の図」に二シリング、写真に十二シリング使われているが、これらの出費はすべて伊東が
幕府イギリス留学生〔下〕
四
四
一同はロイドとともに砲台を見学に訪れるのだ
が、川路の言葉によると、江戸を発して以来、い
ちばん驚いたのは当地の砲台であったという。常
備の大砲は八百門もあったと日記に記している。
「此島には港ニッありて、一つは軍艦を入れる
港
、
一
つ
は
商
船
を
入
れ
る
港
に
て
、
い
づ
れ
も
港
内
の
周囲みな砲台なり」（「英航日録」）といっている
も
の
は
、
マ
ル
タ
の
首
都
で
港
湾
都
市
バ
レ
ッ
タ
ぐ
巴
，
」の日を取り囲んでいるの日且四日ワ・日と更［口『’
の口日ｐＨの再○国日す。貝である。
午後一時、ロイドと川路ほか何人かの留学生は、
デリマラ岬
ク■
歓ひ一力な鼻
の
で
あ
ろ
う
。
「
タ
イ
ム
ズ
」
紙
（
ｓ
官
国
冒
困
一
八
六
七
・
二
・
四
付
）
に
よ
る
と
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
号
は
マ
ル
タ
島
か
ら
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
ま
で
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
が
、
変
風
に
苦
し
め
ら
れ
、
フ
ェ
ニ
ス
テ
レ
岬
（
ス
ペ
イ
ン
領
）
ま
で
は
強
い
向
か
い
風
と
高
波
に
翻
ろ
う
さ
れ
た
。
難
所
ビ
ス
ケ
ー
湾
（
フ
ラ
ン
ス
西
岸
と
ス
ペ
イ
ン
北
岸
に
囲
ま
れ
た
湾
）
を
経
て
英
仏
海
峡
に
差
し
か
か
る
こ
ろ
に
は
、
南
方
の
軽
風
が
吹
き
、
濃
霧
に
つ
つ
ま
れ
、
北
西
の
大
波
の
た
め
に
船
は
動
揺
し
た
。
が
、
同
海
峡
に
入
っ
た
こ
ろ
は
、
日
が
さ
さ
ず
、
小
雨
が
降
り
、
（幻）
穏やかな風が吹いていたという。
十
二
月
二
十
八
日
（
二
・
一
一
）
、
崎
。
こ
の
日
の
午
前
七
時
ご
ろ
、
目
ざ
す
イ
ギ
リ
ス
の
陸
地
が
見
え
た
。
川
路
の
日
記
に
「
満
船
の
歓
ひ
一
方
な
ら
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
乗
客
一
同
は
長
く
苦
し
い
航
海
の
す
え
、
よ
う
や
く
目
的
地
イ
ギ
リ
ス
を
望
見
し
て
歓
喜
し
た
も
マ
ル
タ
島
に
滞
在
し
た
の
は
数
日
の
こ
と
か
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
号
は
、
十
二
月
二
十
二
日
（
一
・
二
七
）
に
ア
フ
リ
カ
の
陸
地
を
望
見
し
、
翌
二
十
三
日
の
午
後
一
時
ご
ろ
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
寄
港
し
た
。
が
、
出
帆
の
時
刻
が
差
し
迫
っ
て
い
た
の
で
上
陸
せ
ず
、
甲
板
の
上
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
基
地
を
な
が
め
見
る
に
と
ど
め
た
。
十二月二十四日（一・二九）の朝、ポルトガルの沖を航行し、翌二十五日（一・一一一○）の夜、リスボンを望見する
海
上
に
出
、
二
十
六
Ｈ
（
一
・
三
一
）
の
夜
は
穏
や
か
に
過
ぎ
、
二
十
七
日
（
二
・
一
）
午
前
一
時
ご
ろ
に
は
英
仏
海
峡
に
差
し
か
か
つ
散
財
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た。午
前
八
時
ご
る
ワ
イ
ト
島
（
目
…
三
１
英
仏
臘
峡
に
位
置
）
を
望
み
、
約
一
時
術
後
に
は
同
鳥
を
闘
っ
て
ソ
レ
ン
ト
海
峡
（
ワ
イ
ト
島
と
イ
ギ
リ
ス
本
土
と
の
間
の
海
峡
）
に
入
っ
た
。
締
府
イ
ギ
リ
ス
慨
学
生
〔
下
〕
四五
ン
ド
ン
中
央
郵
便
局
の
ギ
ル
ピ
ン
氏
に
託
さ
れ
た
支
那
か
ら
の
郵
便
物
を
ど
っ
さ
り
積
ん
で
士
曜
日
に
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
に
着
い
た
。
同
船
は
九
十
四
橘
の
乗
襟
を
遡
ん
で
来
た
．
ｌ
一
等
船
糯
三
十
五
渦
．
二
等
船
群
二
十
九
識
及
び
刊
仙
子
供
二
十
四
緒
．
叩
板
船
客
六
名
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
乗
客
の
中
に
は
ヘ
ア
博
士
、
ラ
イ
ア
ン
少
佐
、
ロ
イ
ド
師
と
十
四
名
の
Ⅲ
本
士
官
、
そ
れ
に
日
本
の
奇
術
師
の
一
行
（
男
性
七
名
、
女
性
二
名
、
幕
府
イ
ギ
リ
ス
研
学
生
〔
下
〕
四六
美
し
い
景
色
と
温
暖
な
気
候
と
海
岸
保
養
地
で
知
ら
れ
て
い
る
ワ
イ
ト
島
に
つ
い
て
、
ふ
う
し
ょ
く
よ
る
し
９
川
路
は
「
此
島
は
風
色
（
け
し
き
）
最
も
宜
敷
よ
り
て
英
人
数
多
の
別
荘
あ
り
と
い
ふ
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
ソ
レ
ン
ト
海
峡
は
、
日
本
で
い
え
ば
「
房
州
（
千
葉
）
の
洲
崎
衛
沖
よ
り
浦
賀
・
横
浜
に
向
ひ
入
る
海
峡
に
均
し
く
」
と
い
う
こ
と
で
、
両
岸
の
景
色
を
一
時
川
ほ
ど
凡
て
い
る
う
ち
に
船
は
つ
い
に
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
港
（
の
。
底
…
。
§
ｌ
イ
ギ
リ
ス
南
部
、
ロ
ン
ド
ン
の
南
西
一
二
六
キ
ロ
）
に
到
蒋
し
た
。
日
本
を
立
っ
て
か
ら
実
に
六
十
四
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
留
学
生
一
行
が
上
陸
し
て
初
め
て
イ
ギ
リ
ス
の
士
を
踏
ん
だ
の
は
、
同
日
の
午
後
三
時
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
冊
学
生
と
旅
芸
人
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
っ
て
来
た
こ
と
は
、
「
タ
イ
ム
ズ
」
紙
（
一
八
六
七
・
二
・
四
付
）
の
「
地
中
海
」
と
い
っ
た
コ
ラ
ム
に
川
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
Ｐ
＆
ｏ
汽
船
会
社
の
ス
ク
リ
ュ
ー
船
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
号
は
（
船
長
は
Ｔ
・
ピ
ア
ズ
リ
ー
）
、
ロ
、
、
、
、
、
、
、
子供一一一名）がいた。蕊 ･可幕府イギリス留学生〔下〕
ﾉｰｻﾉ･の町
D･望
奴w抑
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四
七
タ
ー
ミ
ナ
入
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
に
上
陸
し
た
一
行
は
、
終
満
駅
（
ド
ッ
グ
駅
）
に
行
き
、
そ
》
」
の
待
合
室
で
汽
車
の
出
発
ま
で
紅
茶
な
ど
飲
み
な
が
ら
しばらく休んだものか。ロイドのメモによると、別の沖ののぼ日の日の（軽い飲食物）の代金として十七シリング六ペンス
支
払
わ
れ
て
い
る
。
一
行
は
同
日
の
午
後
五
時
半
、
サ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
汽
取
に
乗
り
、
英
都
ロ
ン
ド
ン
に
向
っ
た
。
一
行
の
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
滞
在
は
二
時
間
ほ
ど
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
港
町
を
瞥
見
す
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
に
つ
い
て
、
川
路
は
次
の
よ
う
に
点
描
し
て
い
る
。
す
べ
し
き
よ
く
「
ソ
オ
ザ
ン
プ
ト
ン
は
人
家
も
多
く
総
て
美
麗
を
極
め
、
縦
横
の
鉄
道
縦
横
の
一
ア
レ
ガ
ラ
フ
（
電
報
）
実
に
文
明
至
極
（
こ
の
上
な
い
ロ
イ
ド
が
英
政
府
か
ら
日
本
人
研
学
生
の
総
監
督
に
就
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
研
学
生
に
と
っ
て
二
童
に
監
督
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
点
で
ロ
イ
ド
の
人
柄
の
一
面
し
か
解
か
っ
て
い
な
か
っ
た
川
路
な
ど
は
、
ま
だ
か
れ
に
全
幅
の
信
頼
を
わ
び
Ⅲ
い
あ
い
し
じ
こ
ん
寄せており、「「此人性質直実温厚にして我誰（われわれ）を愛子（愛児）の如くなしくれる故目くう（これより）亦そ
う
の世話を享くる》」と一段の歓ひなり」（「英航日録」）と記している。
け
れ
ど
ロ
イ
ド
は
そ
の
後
、
徐
々
に
馬
脚
を
あ
ら
わ
す
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
の
総
取
締
的
な
地
位
は
、
留
学
生
た
ち
と
の
操
め
ど
と
名
は
、
日
本
を
立
つ
前
』
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
剛
学
生
〔
下
〕
四八
とある。タンジョー号は乗客や郵便物以外に、香料・生糸・ゾウのきば・オレンジ等も獄んでいた。
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
到
若
後
、
ロ
イ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
の
使
者
か
ら
、
ｎ
本
人
掛
と
な
っ
た
旨
の
連
絡
を
受
け
、
そ
の
こ
と
を
一
同
に
（泌）
報止口した。ロイドの職掌は、日本人研学生の世話ということだが、監将をさすものである。川路太郎、中村敬輔ら二
名は、日本を立つ前に幕府から研学生の取締（生徒朧）を命ぜられていたが、ロイドは総監督として一行十四名の上
け
れ
ど
ロ
イ
ド
は
そ
の
後
、
の
原
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
一行が到若した駅は明らかでないが、おそらく、テムズ河畔の、「ウォータルー駅」（ゴロ〔の「一・・ｍ［目・口）であっ
た
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
の
町
は
す
で
に
夜
で
あ
っ
た
が
、
街
路
に
は
す
で
に
ガ
ス
灯
が
と
も
っ
て
お
り
、
白
昼
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
。
午
キ
ャ
ッ
プ
後
九
時
》
」
ろ
、
一
行
は
辻
馬
車
に
分
乗
し
、
対
岸
の
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
の
旅
宿
へ
と
向
か
っ
た
。
こ
の
と
き
辻
馬
車
と
ブ
リ
ッ
ヂ
・
ト
ウ
ル
橋
の
使
用
料
と
し
て
十
一
一
ポ
ン
ド
使
っ
た
、
と
ロ
イ
ド
の
メ
モ
に
あ
る
。
留
学
生
一
行
が
ロ
ン
ド
ン
で
の
第
一
夜
を
過
ご
し
た
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
界
わ
い
の
賑
わ
い
に
つ
い
て
は
、
川
路
の
日
記
に
、
「第九時馬車に乗り移り、繁華を極めたる市街を過きテームス河に添ひ砒輌剛噸酩唖騒州“吐江五六丁も行きチャーリン
グ
ク
ロ
オ
ー
ス
と
云
ふ
町
に
あ
る
大
惚
耶
舎
（
大
ホ
テ
ル
）
に
い
た
り
、
此
夜
こ
塾
に
宿
す
。
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
ク
ロ
オ
ス
は
江
戸
な
れ
は
日
６
り
と
う
本橋通という様なる所にて西傍の町家玻璃燈（ともしび）を点し夜見世（夜店）の景色その繁華実に一一二口語にも紙筆に
も尽し難く嘆息せり」（「英航日録」）
とある。
し
か
ゆ
え
こと）ないソ。然し此地は造船局其他諸器械の製造等を主になせるよし。故に存外繁華にはあらす」（「英航日録」）
日
本
人
一
行
を
乗
せ
た
汽
車
は
時
速
約
五
十
キ
ロ
で
南
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
緑
地
を
西
に
向
け
て
ひ
た
走
り
、
午
後
八
時
半
ご
ろ
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
．
途
巾
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
、
サ
リ
州
な
ど
を
通
過
し
、
六
回
ほ
ど
駅
で
停
車
し
た
．
汽
車
は
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
ー
ロ
ン
ド
ン
間約百三十キロを三時間ほどで走った勘定になる。
四
英
都
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
留
学
生
幕府イギリス剛学生〔下〕
四
九
｜
行
が
こ
の
ホ
テ
ル
で
い
ち
ば
ん
驚
い
た
の
は
、
食
堂
の
そ
ば
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
川
路
は
、
「四隣の上に登るに数多の階子もあれと、又奇なるは食室の傍小室ありて此室中に三四人入りて人の奴隷（ボーイ）
に命すれは其小室自らせりあかりて知らすしらす四階の上に達す。此には実に驚きたり」（「英航日録」）
ⅧⅧ”Ⅱ靹小Ⅲ，聯
灘
,､
い、
⑪目
幕府イギリス留学生〔下〕MIH
五
○
江一戸の夜の暗さに比して、天と地ほども違うロンドン市の不夜城
に
、
一
同
目
を
み
は
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
川
路
に
よ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
の
夜
の
賑
わ
い
を
見
て
誰
も
が
祖
国
に
い
る
家
ク
Ｊ
・ル、族や友人に一日Ｈ見せてやりたい、と思ったという。
幟市嘩
ま
た
旅
宿
に
つ
い
て
は
、
一ド地
「
此
辺
の
人
家
は
皆
三
階
四
階
に
し
て
殊
に
我
旅
館
は
大
層
高
楼
な
り
。
旅
ヤ
ン
絵
輝脂し人の為め設けたる室（部屋）三百もあり、廊道（ろうか）縦横にあ
》“》リに舳雌畦識座嘩Ⅶ礼法阯岬峠諏ⅦⅦ江“抑匠朴魁詐イドのメモか
ド
ー
プ
年
呵鮴叩ら、ノーサンパーランド街に面した「チャーリング・クロス・ホテ
蝦醒０ル」（ｎ日『｝□ぬＤＣの、四・斤①一）であったことが判かる。このホーアルは
Ｅ・Ｍ・ベアリの設計に基づいて一八六一一一年から翌六四年にかけて
造
ら
れ
、
表
面
を
人
工
石
で
仕
上
げ
た
ロ
ン
ド
ン
最
初
の
建
物
で
も
あ
っ
た
。
（”）
客室は一一百十、食堂はぜいを尽したものであった。
の
は
、
食
堂
の
そ
ば
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
川
路
は
、
ロンドンは一週間ほど前まで雪がちらつく空模様であった。が、日本人一行が入京した日は、晴朗で暖かかった。
その夜、一同は長途の旅をおえ、無事ロンドンに着いたことを祝い、かつ日本の開化は自分たちの使命であると感じ、
と日記に記している。
ロ
ン
ド
ン
は
一
週
間
症
幕府イギリス留学生〔下〕
チャーリング・クロスの広場付近の図
(Ｗ・グレー「ロンドン史」1860年代刊より）
jlIliilljliililllllililliIiｉｉ
イギリス(Ｗ学生一行が宿iI91した
チャーリング・クロス・ホテルの図
祖国日本の前途を祝して乾杯し
た。翌朝、窓に陽光が射し込ん
で来るのにも気づかず、快眠を
得
た
の
で
あ
る
。
…
…
やがて一行は腿応三年の正月
を
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
・
ホ
テ
ルで迎え、祖国に向って礼拝し、
大
君
の
健
康
を
祝
っ
て
祝
杯
を
あ
げ
た。が、ホテル住いは何かと費
用
が
か
さ
む
の
で
、
川
路
ら
は
ロ
イ
ド
と
と
も
に
陰
暦
の
大
晦
か
ら
適
当
な借家を見つけることに努める。
が
、
う
ま
く
ゆ
か
ず
慶
応
三
年
一
月
二日（一八六七・二・六）の夜
五一
ロ
イ
ド
の
住
居
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
三
十
キ
ロ
位
の
所
に
あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
夫
婦
で
日
本
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
日
の
午
後
四
時
ご
ろ
馬
車
に
ダ
ン
ス
や
荷
物
類
を
積
ん
で
ヴ
ッ
ズ
・
ホ
テ
ル
に
引
き
移
っ
て
来
た
。
一月四日（二・八）曇。時々雨が降った。午前十時ごろ、川路らは「為替会所」（銀行）に赴き、横浜において発
行
し
た
為
替
手
形
の
件
を
説
明
し
た
。
そ
れ
よ
り
書
店
に
行
き
、
小
栗
上
野
介
よ
り
来
た
英
書
購
入
代
金
二
千
ド
ル
を
支
払
っ
た
。
書
籍
の
安
い
こ
と
は
横
浜
並
み
で
、
江
戸
の
三
分
の
一
ほ
ど
で
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
日
、
川
路
は
英
字
新
聞
を
読
ん
だ
が
、
語
学
力
不
足
の
た
め
、
よ
く
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
大
意
だ
け
は
つ
か
め
た
、
と
い
っ
て
い
る
。
あ
り
この日の朝、薩摩藩士沢井鉄馬と名乗るＪＵのが、ホテルに訪ねて来た。沢井というのは変名で、実は若き日の森有
の
り
礼
（
一
八
四
七
ｔ
ｊ
八
九
）
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
慶
応
元
年
一
月
、
か
れ
は
、
新
納
刑
部
以
下
十
八
名
の
薩
摩
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
の
一
員
と
し
て
、
秘
か
に
渡
英
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
法
文
学
部
に
籍
を
置
い
て
い
た
。
森
は
お
そ
ら
く
新
聞
か
何
か
で
幕
府
派
遣
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
の
こ
と
を
知
り
、
こ
の
日
、
思
い
切
っ
て
訪
ね
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
訪
ね
ら
れ
た
方
も
、
異
郷
で
同
胞
に
会
え
た
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
大
い
に
歓
迎
し
た
も
の
か
、
川
路
は
こ
の
薩
州
人
と
の
出
会
い
を
「
万
里
外
に
船
い
て
邦
人
に
会
遇
す
る
其
の
歓
ひ
格
別
の
も
の
に
て
其
の
情
妙
な
り
」
と
日
記
に
記
し
て
い
る
。
一月三日（二・七）晴。一行十四名が移ったホテルは、小部屋が一一一十余りもあり、その主人は外に出ておるが、妻
女
ら
が
切
り
盛
り
し
て
い
た
。
小
ホ
テ
ル
な
が
ら
、
部
屋
に
は
暖
炉
・
ダ
ン
ス
・
机
・
椅
子
な
ど
を
ち
ゃ
ん
と
備
え
、
日
本
人
ら
を
親
切
七
時
、
と
う
と
う
チ
ャ
ー（釦）
‐－－４不詳）に移った。
に
扱
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
五二
とうとうチャーリング・クロスの旅宿を引き払って、もっと宿代の安い「ウッズ・ホテル」（三。。□の函・〔の一
そ
の
夜
三
千
名
近
い
観
客
が
あ
っ
た
。
和
服
姿
の
日
本
人
は
た
ち
ま
ち
大
勢
の
観
客
の
視
線
を
集
め
、
し
き
り
に
わ
が
力
を
見
た
と
い
う。はなはだしいのは芝居をそっちのけにし、オペラグラスで日本人をじっと観ていた。
一
月
十
日
（
二
・
一
四
）
曇
。
こ
の
日
は
、
ホ
テ
ル
の
支
払
い
日
に
つ
き
、
勘
定
書
を
見
た
ら
、
一
週
間
十
四
人
で
八
十
四
ポ
ン
ド
請
求
さ
れ
て
い
た
。
毎
日
、
特
別
美
食
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
も
の
を
食
べ
、
倹
約
し
て
暮
ら
し
て
い
る
っ
も
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
五三
一
月
五
日
（
二
・
九
）
、
曇
。
こ
の
日
川
路
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
銀
行
に
預
金
口
座
を
設
け
、
六
千
八
百
八
十
九
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
二
（狐〉
ペンス託けた。また同日の午後六時ごろ、一同羽織袴を着し、ロイドとともに「ローヤル・スィァタ」（幻・『ロー旦
司ゴのロ可の叉は、”○百」の・ず。Ｂゴ８［『ののことか？）に芝居を観に出かけた。川路はこの劇場について、
た
い
じ
ん
「
此
ロ
ャ
ー
ル
セ
ャ
タ
と
い
ふ
は
訳
す
れ
は
公
儀
の
芝
居
と
い
う
儀
な
り
、
女
王
始
め
王
公
大
人
（
高
位
高
官
）
来
り
見
る
処
な
る
よ
し。即ち此夜も女王来れるよし」（「英航日録」）と述べている。
劇
場
の
造
り
は
大
き
く
、
入
口
の
内
と
外
に
警
官
と
歩
兵
が
警
備
に
つ
い
て
い
た
。
鼠
ツ
ク
ス
ー行十五人は仕切り席を貸し切ったのだが、座席料は一ハポンドであった。川路によると、当時英貸一ポンドは約一一一
両三分に相当したという。だから「なかノー以て容易に劇場見物は成りかたし」と嘆息せざるを得なかった。
桟
敷
は
ど
れ
も
紫
色
の
ビ
ロ
ー
ド
で
包
ま
れ
、
柱
は
大
理
石
で
あ
っ
た
。
や
が
て
教
十
人
の
楽
士
が
演
奏
を
始
め
る
や
、
た
ち
ま
ち
幕
が
上
が
り
芝
居
が
始
ま
っ
た
。
だ
が
役
者
の
言
葉
は
聞
き
取
れ
な
い
し
、
物
語
も
わ
か
ら
な
い
の
で
、
少
し
く
お
も
し
ろ
く
な
い
。
「
眼
を生し候位なり」というから、留学生らは退屈を覚えたに違いない。ただ感心した点がある。役者の踊りや勅作が目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
、
舞
台
背
景
、
日
の
出
没
、
月
の
出
、
波
と
う
な
ど
が
す
べ
て
機
械
を
も
っ
て
演
出
さ
れ
る
装
置
の
巧
み
さ
で
あ
っ
た
◎
購入したので、それを留学生の共同住宅とし、家族共々いっしょに引っ越すことがこの日決まった。一同は十日ほど
す
れ
ば
、
右
の
家
に
移
れ
る
と
知
る
と
、
大
歓
び
で
あ
っ
た
。
引
っ
越
し
た
上
は
、
外
相
や
女
王
に
も
会
え
る
だ
ろ
う
し
、
め
い
め
い
学
校へも通える、と川路の夢はどんどん膨らんでゆく。また、川路はロシアから来た書簡により、幕府のロシア留学生
鋤Ⅳ１，
地
…
鑑
〆、
、_ノ
幕府イギリス留学生〔下〕
ハイドパーク付近の図
(1860年代の絵地図より）
五
四
リ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
は
大
き
な
散
財
で
あ
る
。
一
月
十
三
日
（
二
・
一
七
）
蛾
、
新
附
に
よ
っ
て
、
松
井
派
水
の
一
鵬
が
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ン
ヒ
ル
と
い
う
所
の
劇
場
（
不
詳
）
で
興
行
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
川
路
ら
は
、
こ
の
Ⅱ
そ
の
劇
場
に
出
向
い
た
。
源
水
ら
は
大
い
に
喜
び
、
船
中
で
の
礼
な
ど
を
述
べ
た
。
興
業
は
六
、
七
日
前
か
ら
始
め
、
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で
独
楽
廻
し
・
手
品
・
軽
業
な
ど
を
や
っ
て
い
る
と
諮
っ
た
。
征
晩
、
蝿
況
を
呈
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
月
十
九
日
（
二
・
二
三
）
、
川
路
は
こ
の
日
、
カ
ラ
フ
ト
境
界
画
定
交
渉
の
た
め
箱
館
奉
行
小
出
大
和
守
の
一
行
に
随
っ
て
ロ
シ
ア
に
赴
い
た
箕
作
秋
坪
（
反
訳
力
）
よ
り
瞥
簡
を
受
け
と
り
、
駐
英
公
使
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
合
原
義
砲
が
病
気
に
よ
り
辞
職
し
た
こ
と
を
知
る
。
川
路
は
こ
の
合
原
の
着
任
を
心
持
ち
に
待
つ
（蛇）
ていたのだが、剖学生の取締としていっそうの責任を術感した。
一月二十日（二・一一四）曇。寒気甚し。ロイドはハイドパークの北
ｌ
ラ
ン
カ
ス
ッ
１
ゲ
イ
ト
Ｐ
…
蔦
『
の
繊
鳳
ｚ
・
息
）
に
大
き
な
家
を
二
月
一
日
（
三
・
六
）
、
小
雪
が
降
っ
た
。
こ
の
日
の
午
後
三
時
ご
ろ
、
一
同
は
荷
物
を
整
え
、
雪
を
踏
み
な
が
ら
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー・ゲイト十六番地の家に引っ越した。家は石造りの五階建てで、間数も多い。－－寝室が十二のほか、客間、食堂、
書
斉
、
調
理
場
、
化
粧
室
な
ど
も
備
え
て
い
る
。
ほ
か
に
下
僕
の
住
居
、
馬
屋
な
ど
も
あ
る
。
ロ
イ
ド
の
話
だ
と
、
こ
の
家
を
人
に
貸
せ
ば
、
一
ヵ
年
一
千
ポ
ン
ド
の
家
賃
が
取
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
家
具
調
度
が
不
足
し
て
お
り
、
不
自
由
な
而
も
あ
っ
た
が
、
諸
経
費
を
節
約
す
る
上
か
ら
も
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
二
月
七
日
（
三
・
一
二
）
、
鉦
。
朝
、
雪
降
る
。
こ
の
日
の
川
路
の
日
記
を
見
る
と
、
勉
学
の
様
子
な
ど
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
ず
共
同
住
宅
に
移
っ
た
時
点
で
学
則
が
定
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
１１起床は午前七時。三十分で身繕いをおえ、午前七時半には朝食のテーブルにつく。午前九時より勉強を始め、
そ
れ
は
午
後
一
時
半
ご
ろ
ま
で
つ
づ
く
。
午
後
は
運
動
の
た
め
、
散
歩
を
す
る
が
、
午
後
五
時
ま
で
に
は
必
ず
帰
宅
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
規
則
を
破
っ
た
者
は
、
罪
の
軽
重
に
よ
り
、
禁
足
や
削
金
が
課
せ
ら
れ
た
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
耐
学
生
〔
下
〕
五
五
市川文吉がプチャーチンの家に下橘していることを知り、他日学校が休みになったら、その寄宿先を訪ねたい、と述
一月二十三日（二・二七）、曇のち晴。寒気甚し。この日、川路らはロイドが求めた家を下見分し、帰途ハイドパ
も
人
か
人
Ｉクの「一方にある門関」（二「の｝一｛ご凪。□シ『、ゴのことか？）の近くに大勢の人だかりを見たので、何事かと思えば、
ヴィクトリア女王がお通りになるという。そこでわれわれも見よう、ということになり、三十分ほど待つと誰衛兵ら
に守られた馬車が一合、目の前を通って行った。女王が通行のときは往来を止め、また人は脱帆して敬意を表するの
である。
べている。
一
同
、
羽
織
袴
を
着
し
、
午
前
十
一
時
ご
ろ
四
両
の
馬
車
に
分
乗
し
、
外
務
省
に
赴
い
た
。
ス
タ
ン
レ
ー
は
一
同
を
厚
く
も
て
な
し
、
洲
英
中
、
砲
台
・
耶
艦
・
工
廠
等
を
見
学
し
た
け
れ
ば
、
十
分
便
宜
を
与
え
る
、
と
い
っ
た
。
帰
途
、
一
行
は
議
事
堂
に
寄
り
、
海
服
提
督
の
案
内
で
蛍
内
を
見
学
し
た
。
「堂屋高大数百の室あり。公卿百官頭にあり、また一つの大室佃舞壮”皿ありて、ここに百官会集して種々評議をなし
居りたり。正面に高き処ありて鋳型鉢”砿酢ｂここには女王来るよしなり。衿釧”越王此席即ち彼の公会議醜聰ンの席な
ｊ
つ
り
ご
と
り。（中略）此議事堂即ち江戸大城の如くして女王の宅にては政は識せさるよしなり」（「英航日録」）
緋府イギリス翻学生〔下〕
五
六
散
歩
の
と
き
は
、
イ
ド
や
助
救
螂
（
氏
潴
不
詳
）
な
ど
が
同
行
し
、
午
後
六
時
に
は
夕
飯
を
食
べ
る
。
ｌ
午
後
七
時
か
ら
九
時
砿
で再び教師について授業を受ける。午後九時から十時まで、日本の歴史などを英訳する課題が出された。
り
げ
ん
い
つ
し
川路と中村は、中井履軒（名は積徳、一七一二一一～一八一七、江戸後期の儒学者）の「逸史」（史書）を英文に訳し
し
た
し
ら
べ
た
り
し
た
。
－
１
小
‐
後
十
時
、
め
い
め
い
自
分
の
部
屋
に
戻
り
、
明
日
の
下
調
（
下
読
み
）
な
ど
を
行
な
い
、
十
一
一
時
ご
ろ
よ
う
や
く
こ
の
時
期
、
翻
学
生
ら
が
主
と
し
て
学
ん
だ
も
の
は
語
学
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
れ
ら
の
学
習
は
一
日
六
、
七
時
間
にも及ぶ猛勉強であった。そしてそういう状態がしばらくつづいた。
二月十六日（三・二一）、晴。この日、一同は外務大臣スタンレー卿（目ゴロａ、の。ｑの目ｓｍＢｐ］の己呂の１局田）
に
面
会
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
も
日
本
人
研
学
生
に
留
意
し
、
ス
タ
ン
レ
ー
の
方
か
ら
日
本
人
に
会
い
た
い
、
と
申
し
込
ん
だ
も
の
ら
し
い
◎
ベッドに入る。
この時期、、
川路はその見聞記を、
あ
さ
た
り
そ
の
口
川
の
夜
、
川
路
は
遣
露
使
節
小
出
大
和
守
の
随
員
（
氏
名
不
詳
）
よ
、
ソ
、
大
君
（
慶
喜
）
の
弟
徳
川
民
部
大
輔
昭
武
が
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
将
軍
の
名
代
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
伝
え
る
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
川
路
は
こ
の
と記している。lliiillilliiiiiliiil1lliililllliillilllil幕府イギリス留学生〔下〕
国会譲りi堂の図
(Ｗ、グレー「ロンドン」1860年代刊より）
貝
（
氏
名
不
詳
）
よ
り
、
大
君
（
慶
喜
）
の
弟
徳
川
民
部
大
輔
昭
武
（
十
四
歳
）
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
を
伝
え
る
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
川
路
は
こ
の
知
ら
せ
に
こ
お
ん
き
ざ
し
お
ど
り
し
て
喜
び
、
「
欽
喜
無
限
。
皇
国
の
天
下
に
冠
た
る
御
兆
と
も
見
え
歓
ひ
て
寝
ら
れ
す
」
と
、
そ
の
夜
興
溌
の
あ
ま
り
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
こ
と
を
日
記
に
書きとめている。
留
学
生
の
教
育
は
、
ロ
イ
ド
と
助
教
師
が
担
当
し
て
い
た
が
、
後
者
の
学
力
は
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
新
た
に
学
力
の
す
ぐ
れ
た
教
師
が
雇
わ
れ
、
新
教
師
は
二月十九日（一一一・一一四）から教鞭をとった。こんど来た先生は「年三
な
ら
び
十
有
余
に
し
て
ラ
テ
ン
語
・
ギ
リ
シ
ャ
井
に
フ
ラ
ン
ス
之
学
等
に
通
せ
る
人
物
也
、
は
な
は
魔
甚
丁
寧
親
切
に
教
へ
ら
れ
、
一
段
之
歓
ひ
」
と
い
う
か
ら
、
ま
ず
ま
ず
の
教
養
人であったのだろう。
こ
の
新
教
師
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら
四
十
キ
ロ
余
も
隔
た
る
田
舎
に
住
ん
で
い
た
が
、
朝
九
時
に
来
て
午
後
一
時
ご
ろ
い
っ
た
ん
帰
宅
し
、
ま
た
夜
七
時
に
来
て
九
時
に
は家に帰る、といった人であった。ロンドンとの往復には汽車を用い
ていた。
た
鱈
寸
林
簸
三
郎
（
の
ち
の
遊
）
の
「
後
は
昔
の
記
ｌ
林
砿
回
震
」
に
、
五
七
三
月
九
日
（
四
・
一
三
）
、
晴
。
午
前
三
時
ご
ろ
、
パ
リ
の
向
山
隼
人
正
（
抑
勘
定
奉
行
格
・
外
国
奉
行
）
よ
り
、
学
生
取
締
の
川
路
もしくは中村のいずれか一名「御川召の為め」（じっさいは御機嫌伺い）パリまで出張せよ、との主旨の電報が来た。
昭
武
一
行
は
二
日
前
の
三
月
七
日
（
四
・
二
）
パ
リ
に
到
着
し
、
キ
ャ
プ
シ
ー
ヌ
街
の
「
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
」
に
旅
装
を
解
い
て
い
た
。
川路は早速、外務省に赴き、大対の弟がパリに来たことを伝え、ロイドとともにパリに出向く旨報告した。
三月十日（四・一四）晴。昨日の電報につづいて御用状がパリから届いた。この日、川路か中村がパリに赴くつも
り
で
あ
っ
た
が
、
川
事
が
ま
だ
済
ん
で
お
ら
ず
、
か
つ
今
日
は
Ｈ
暇
日
に
つ
き
、
役
所
（
外
務
省
）
も
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
、
明
後
日
フ
ランスに向けて立つ旨、電報をもってパリに知らせた。
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
三
月
九
日
（
四
幕
府
イ
ギ
リ
ス
剛
学
生
〔
下
〕
五ハ
エ
ド
ワ
ー
ド
モ
ー
ル
ト
ピ
イ
マ
ー
ゲ
ー
ト
「囲言ロａｇｍ］［耳という人を教師として英語・算術等を学ぶ。此人は後に巨口『ぬ口［の（ケント州北東部の町、ロンド
し
い
ん
ン
の
束
一
○
○
キ
ロ
）
の
市
尹
（
市
中
の
隠
者
）
と
な
り
、
子
が
公
使
と
し
て
来
英
し
た
る
時
来
見
せ
り
」
と
あ
る
。
が
、
こ
の
エ
ド
ワ
（弧）
Ｉド・モールトビィという人こそ新教師と考えられる。
外
務
大
臣
ス
タ
ン
レ
ー
卿
は
、
か
ね
て
よ
り
見
学
し
た
い
所
が
あ
れ
ば
申
し
出
る
よ
う
に
、
と
い
っ
て
く
れ
て
い
た
が
、
留
学
生
ら
は
同
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
場
所
を
訪
れ
た
。
陸
海
双
の
武
器
庫
（
陰
隅
二
月
二
十
七
川
）
造
船
所
・
製
鉄
所
（
同
月
二
十
九
日
）
ロ
ン
ド
ン
塔
（
三
月
八
日
）
武
器
庫
は
ウ
ー
リ
ッ
ジ
の
「
王
立
兵
器
工
場
」
、
造
船
所
・
製
鉄
場
は
テ
ム
ズ
河
の
左
右
両
岸
に
あ
る
「
ド
ッ
グ
」
の
施
設
を
見
学
し
三月十二日（四・一六）、晴。午前七時、川路は旅装を躯え、旅行カバン一つをもち、チャーリング・クロス駅を
ロイドとともに七時半に発して、ドーバーへ向かった。ドーパーには、午前十時半ごろ到軒した。それより戒ちに小
さ
な
蒸
気
船
に
乗
り
、
対
岸
の
カ
レ
ー
へ
向
っ
た
。
当
日
は
寒
さ
厳
し
く
、
時
々
耐
が
降
っ
た
。
英
仏
海
峡
は
波
浪
が
高
く
、
船
は
激
し
く
動
揺
し
た
。
乗
客
の
目
の
前
に
は
、
〃
吐
っ
ぽ
〃
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
乗
客
の
大
半
は
船
に
酔
っ
た
が
、
川
路
は
「
い
か
な
る
感
し
も
う
さ
ｆ
なき歌にや更旋Ｌよい不巾」ということで、平生の通りであった。
お
昼
ご
ろ
カ
レ
ー
に
到
着
し
、
ロ
イ
ド
と
一
緒
に
昼
食
を
摂
っ
た
の
ち
、
汽
車
に
て
更
に
パ
リ
へ
向
か
っ
た
。
夜
七
時
ご
ろ
ガ
ー
ル
・
ア
ユ
・
ノ
ー
ル
北
駅
に
着
き
、
通
関
手
続
を
す
ま
せ
た
の
ち
、
馬
車
で
グ
ラ
ン
ト
ー
ア
ル
に
赴
い
た
、
川
路
ら
は
、
向
山
と
山
高
石
見
守
（
御
作
事
奉
行
格
・
御
小
姓
頭
取
）
ら
に
町
会
し
た
の
ち
、
昭
武
に
拝
謁
し
た
。
そ
の
夜
、
川
路
は
向
山
と
深
夜
ま
で
川
談
し
、
床
に
つ
い
た
と
き
は
午
前
二
時
を
だ
い
ぶ
回
っ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
が
パ
リ
に
や
っ
て
来
、
そ
の
晩
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
で
止
宿
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
此
▼
マ
ロ
ン
ド
ン
の日朝七時（午後七時の誤り）本邦の生徒倫敦府より来り旅館へ候す」（「航西日記」）とある。
三
月
十
三
Ⅱ
（
叫
・
一
七
）
、
昭
。
こ
の
日
、
川
路
は
再
び
昭
武
に
拝
謁
し
、
昼
食
を
ロ
イ
ド
と
と
も
に
州
件
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
懲
ら
し
向
き
な
ど
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
尋
ね
ら
れ
た
。
食
卓
の
正
面
に
昭
武
が
つ
き
、
そ
れ
と
向
か
い
合
わ
せ
に
仏
領
事
フ
ロ
リ
・
エ
ラ
ー
ル
が
す
わ
り
、
右
手
に
は
山
高
・
川
路
・
ロ
イ
ド
ら
が
、
左
手
に
は
向
山
・
保
科
俊
太
郎
（
歩
兵
頭
並
）
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
付
通
訳
）
の
順
で
席
に
つ
い
た
。
幕府イギリス研学生〔下〕
五
九
三
月
十
一
日
（
四
・
一
五
）
、
曇
。
朝
、
雷
が
鳴
っ
た
。
雷
声
を
聞
く
の
は
イ
ギ
リ
ス
に
来
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
川
路
は
、
中
村
の
力
が
年
長
な
の
で
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
て
欲
し
い
、
と
い
っ
た
が
、
当
人
は
数
Ⅲ
前
か
ら
病
気
の
た
め
、
代
わ
っ
て
川
路
が
明
日
出
発
す
る
こ
とに決した。
陰
暦
の
五
月
以
後
、
留
学
牛
の特別訓義を受けた。「今、
験）をなす」（「英航日録」
幕
府
イ
ギ
リ
ス
研
学
生
〔
下
〕
六
○
川
路
ら
は
食
事
中
、
日
本
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
川
路
と
ロ
イ
ド
は
パ
リ
で
六
油
し
た
の
ち
、
三
月
十
八
日
（
四
・
二
二
）
に
ロ
ン
ド
ン
へ
帰
っ
た
。
一
方
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
ゲ
イ
ト
の
ロ
イ
ド
宅
に
住
む
剛
学
生
ら
は
、
日
々
学
業
の
研
讃
に
励
ん
で
い
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
が
、
か
ｆ
８
な
〃
れ
ら
の
刻
苦
勉
励
ぶ
り
の
一
端
を
細
介
し
て
み
よ
う
。
林
泣
一
二
郎
の
部
屈
の
真
下
に
い
た
の
は
、
中
村
敬
輔
（
の
ち
の
正
面
）
で
あ
る
。
ば
つ
か
ぷ
ん
か
ん
ゆ
そ
し
ょ
く
そ
て
つ
そ
Ｓ
よ
う
毎朝、五時蓉」ろになると林は八家文（唐の韓愈・柳宗元、末の欧陽修・蘇洵・蘇轍・曾譲・王安石などの文意）をは
じめ、「左伝」（券秋左氏伝の略）「史記」（中国の正史）などを朗読する声を聞いた。
林
は
、
中
村
が
日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
漢
籍
の
数
が
多
く
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ど
こ
で
そ
れ
ら
を
入
手
し
た
も
の
か
不
思
議
に
思
っ
て
い
た
。
一
日
こ
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
「読書に非ずして暗諭したるなり」
ざ
こ
人
（別）
林
は
こ
の
漢
学
者
の
記
憶
力
ば
か
り
か
「
気
根
（
根
気
）
の
強
き
こ
と
」
に
驚
き
、
敬
服
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
英
書
を
習
う
に
し
て
も
、
発
宵
そ
の
他
で
岡
学
生
中
、
い
ち
ば
ん
物
覚
え
が
良
か
っ
た
の
は
最
年
少
の
大
六
で
あ
っ
た
。
中
村
は
覚
え
る
こ
と
は
お
そ
か
っ
た
が
、
い
っ
た
ん
覚
え
込
む
と
決
し
て
忘
れ
な
い
。
他
の
仲
間
も
覚
え
る
こ
と
は
早
い
が
、
忘
れ
る
こ
と
も
ま
た
早
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（調）
かつた。
留
学
生
の
語
学
力
は
進
歩
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
五
月
八
日
（
六
・
一
○
）
に
は
普
通
学
に
加
え
て
物
理
・
化
学
な
ら
び
。
「
く
う
日
午
後
第
五
時
ト
ク
ト
ル
ナ
シ
（
未
詳
）
と
云
人
、
我
等
の
閥
居
に
来
り
、
舎
密
之
誠
釈
井
に
経
験
（
実
こ
の
よ
う
に
ロ
イ
ド
宅
で
の
学
習
は
っ
つ
が
な
く
進
ん
で
い
た
感
が
あ
る
が
、
や
が
て
留
学
生
ら
は
学
術
修
業
に
関
し
て
い
ろ
い
ろ
不
満を覚えるようになる。既述のごとく、かれらの留学の第一目的は、イギリスの政治や兵制についての知識を得るこ
とであった。しかし、それらについて学ぶにしても語学が十分にできなければ成果が上らぬ。だから英語の修得こそ
第一の急務である。日本人同士が同じ屋根の下で懲らしておると、英語を用いること少なく、つい日本語ばかり話し
幕府イギリス留学生〔下〕
一ハ一
綴
り
教
師
に
提
出
し
た
。
こ
の
ナ
シ
と
い
う
博
士
は
、
初
め
に
火
が
燃
え
る
理
由
を
説
明
し
、
水
素
ガ
ス
・
酸
素
ガ
ス
等
の
実
験
を
し
た
と
い
う
。
本
来
な
ら
英
文
を
二
、
三
十
ペ
ー
ジ
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
も
分
ら
ぬ
も
の
を
、
実
験
を
交
え
て
説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
日
の
特
別
講
義
は
物
理
・
化
学
と
は
い
か
な
る
学
問
か
、
ま
た
英
語
を
聴
き
取
る
勉
強
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
講義終了後、この日聴いたことを英文に綴り、講師に差し出した。教師は学生のレポートを添削して返してくれた
け
い
こ
が、「誠によき稽古也」と、川路は日記に記している。
留
学
生
ら
は
勉
学
の
合
い
間
に
諸
処
方
々
に
出
か
け
見
学
を
行
な
っ
て
い
る
。
ク
リ
ス
タ
ル
●
パ
レ
ス
水
晶
宮
（
陰
暦
四
月
十
四
日
）
ダ
ー
ビ
ー
競
馬
（
四
月
十
八
日
）
新
聞
社
（
タ
イ
ム
ズ
紙
社
）
（
六
月
八
日
）
ポ
ー
ッ
マ
ス
の
軍
港
・
造
船
所
（
六
月
十
五
日
）
五
月
二
十
ハ
日
（
六
・
三
○
）
晴
。
こ
の
日
、
午
後
五
時
よ
り
天
文
学
の
講
義
が
一
時
間
ほ
ど
あ
り
、
あ
と
で
聴
い
た
内
容
を
英
文
に
ダ
ー
ビ
ー
競
馬
（
四
ｍ
植
物
園
（
六
月
二
日
）
川路と中村は、一同が分散して雛らすことをロイドにはかったところ、かれはこの考えに賛同しなかった。なぜな
ら、留学生の見る所では、分散すればかれの収入が大いに減るからである。ロイドがあからさまに反対を表明したこ
と
で
、
一
同
ひ
じ
ょ
う
に
横
慨
し
た
ら
し
い
。
六月二日（七・三）の午後、友人宅を訪ねるため外出した安井真八郎と福沢英之肋は、刻限におくれて帰宅した所、
ロィドからきびしく叱寅された。ロイドの不遜なる態度に腹をたてた学生らは、「結束して超ち、各自議論状を認め
（妬）
て、ロイドを詰問し、遂に彼を屈服せしめ、分宿の許可を得るに成功した」。
川路らは、かねてよりロイドが利をむさぼっていることを知ってはいたが、相手の利欲を論破するだけの語学力に
欠けていたし、また英人の談判は虚喝（こけおどし）が多く、怒りをもって人を嚇すような所があったから、つい泣
き
渡
入
り
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当時、川路の手許には千二百七十ポンドほどの現金があったので、まずこれを各留学生に分け、分宿の費用とした。
蛾年少の大六と病弱の市川盛三郎、学生取締の川脇・中村ら四名だけは、これまで通りロイド宅にとどまることにし、
他の十名は六月二十日（陰暦）ごろまで順次下宿に移って行った（原平三「徳川幕府の英国留学生」）。
毎
日
の
授
業
と
時
々
行
な
わ
れ
る
特
別
講
義
は
、
従
前
通
り
ロ
イ
ド
の
家
で
受
け
た
。
各
留
学
生
の
下
宿
先
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
が
、
現
在
判
か
っ
て
い
る
の
は
、
力
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
。
絲
府
イ
ギ
リ
ス
慨
学
生
〔
下
〕
一ハー―
てしまう。これでは単彩術の進歩は望めない。
川脇は、功罪相なかばする同居についていろいろ考えた末、学生ひとりひとりをイギリス人の家に分宿させ、英語
鑓鯛鬮Ｉ 外山捨八………ｚ○・円三○氏。ｍ四］］（すなわちｚｏＲケ【のロ凶ロ日。。）の函日ぐの『方。
林董三郎………Ｚ。．』一ＦＱ耳◎丙の幻・目ｚ・菖口、円］］の］・盲○鳥々ロロ『【の方。
箕作奎吾………ケント州冨、伺臼のの図夛「囚ａｇｍ－Ｓ】方（？）
幕府イギリス留学生〔下〕
議鯛蝋麟
鰍WIN『lIIil11iiliii1lI
剛…鼬
クリスタル・パレスの内部
(「タリスのさし絵入りロンドン」1851年刊より）
９富国岸ご方（？）
ら三名の住所と家主名だけである。
六月二十四日（七・二五）、この日の夜、川路はロンドンを立ちパ
リへ向かった。再び渡仏したのは民部大輔昭武の来たるべき渡英につ
いて打ち合わせをするためである。翌二十五日の早朝パリに着いた川
こ
う
し
路は、向山らと協議した。一一十六日は公子の馬車を借り、向山・山
高
・
田
辺
（
太
二
ら
と
博
覧
会
場
に
赴
き
、
日
本
館
な
ど
を
見
学
し
た
。
同年八月（陰暦）に至り、幕府は駐日公使パークスを介して川路・
中村らに次のような訓令を与えた。ＩＩＬ子生の監督はすべてロイドに
ひ
と
ゆだね、その方らは費途（〈云計）だけの任務に服せ、といったもので
ある。ここにおいてロイドの復権はなり、かれは職権をもって再び留
学
生
を
自
分
の
家
に
住
ま
わ
せ
よ
う
と
謀
っ
た
の
で
あ
る
。
陰暦の八月から九月にかけて、留学生らは次のような所を見学に訪
れている。
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
（
陰
暦
八
月
七
日
）
一ハーーー
本
状
の
末
尾
に
署
名
い
た
し
ま
し
た
私
た
ち
日
本
人
解
学
生
は
、
次
の
よ
う
な
事
柄
で
閣
下
を
わ
ず
ら
わ
せ
る
こ
と
を
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
問
題
を
閣
下
の
も
と
に
持
ち
川
し
ま
し
た
所
以
は
、
御
注
意
を
引
く
も
の
と
信
じ
た
か
ら
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
私
た
ち
に
示
さ
れ
た
御
親
切
に
対
し
て
、
心
よ
り
感
謝
を
献
げ
ま
す
。
が
、
Ｗ
・
Ｖ
・
ロ
イ
ド
師
に
対
す
る
不
満
を
閣
下
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
大
変
巡
憾
に
思
い
ま
す
。
ロ
イ
ド
師
は
掛
国
政
府
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
監
将
に
任
じ
ら
れ
た
者
で
す
。
事情を説明するために、拙い英語で認めました。
Ｗ
・
Ｖ
・
ロ
イ
ド
師
が
監
粁
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
私
た
ち
の
不
満
と
不
備
の
主
な
理
由
は
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
ほ
と
ん
ど
企
て
の
点
で
ロ
イ
ド
師
の
意
見
は
、
私
た
ち
の
意
見
僅
畑
容
れ
な
い
ば
か
り
か
、
他
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
も
の
と
も
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。
第
一
の
例
は
、
私
た
幕府イギリス冊学生〔下〕
六
四
ウ
ー
リ
ッ
ジ
の
兵
器
工
場
（
八
月
十
三
日
）
陸
躯
の
調
練
（
八
月
十
五
Ｎ
）
陸
海
耶
の
武
器
展
示
会
（
九
月
二
十
七
日
）
施
設
の
見
学
等
を
行
な
う
場
合
に
は
、
ロ
イ
ド
が
関
係
各
省
に
要
諦
を
出
し
、
許
可
が
下
り
る
と
引
率
者
と
な
っ
て
い
る
。
い
っ
た
ん
は
希
望
通
り
に
分
宿
す
る
こ
と
が
で
き
た
留
学
生
ら
は
、
再
び
ロ
イ
ド
宅
に
合
宿
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
雲
行
き
と
な
っ
た
の
で
、
ロ
イ
ド
に
強
く
抗
議
す
る
と
同
時
に
、
外
相
ス
タ
ン
レ
ー
卿
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
う
っ
枇
し
た
ロ
イ
ド
に
対
す
る
不
満
そ
の
他
に
つ
い
て
の
意
見
具
陳
を
書
簡
に
認
め
、
提
出
し
た
。
所
々
判
読
で
き
ぬ
が
、
全
文
訳
を
次
に
揚
げ
て
み
よ
う
。
ス
タ
ン
レ
ー
卿
に
呈
す
ち
が
初
め
て
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
の
と
き
分
宿
さ
せ
て
欲
し
い
と
頼
み
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
他
の
国
々
（
フ
ラ
ン
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
シ
ァ
ー
‐
Ⅲ
稀
）
に
い
る
Ⅲ
本
人
剛
学
生
の
例
や
イ
ギ
リ
ス
人
か
ら
識
を
附
い
て
知
っ
て
い
た
か
ら
で
す
．
ｌ
つ
ま
り
、
合
術
だ
と
学
ぶ
つ
も
り
の
英
語
を
用
い
ず
、
い
つ
も
日
本
語
ば
か
り
を
話
し
て
し
ま
う
の
で
、
た
め
に
な
ら
ぬ
と
い
う
の
で
す
。
しかしロイド師は分宿に賛成しませんでした。一緒に募らすのが最善の方法であり、仲間同士で英語を話すよう努めよ、と
云いました。結局、私たちはかれの意志に従わざる得なくなりました。しかし半年ほど一緒に慾らしてみて分かったのです。
私たちの扣憂通りになったことを。
だからもう一度、分宿させてくれるように頼みました。それぞれ皆が言い分を認めましたが、そのときも反対し、ランカス
ター・ゲイト十六番地で一緒に暮らすことがスタンレー卿の命令だというのです。長い激論のすえ、ロイド師もようやく私た
ち
の
願
い
を
聞
き
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
閣
下
の
御
高
配
に
あ
ず
か
り
た
い
の
は
、
今
後
の
私
た
ち
の
学
習
方
法
に
つ
い
て
な
の
で
す
。
ロイド師が私たち全員に対して凧ってくれた教師はたった一名といった有様ですから、私たちはほんのちょっとしか学べな
いのです。ただ時間の無駄としか思われません。なぜならロイド師は少しも教えてくれず、ごくまれにしか姿を見かけません。
だから二、三週間前かれに会って、学習についてのいろいろな希望を伝えようと致しましたが、会ってくれませんでした。そ
れゆえ私たちはまた手紙を樽き、各自の希望を述べました。
かれの返馴はこうでした。君たちはユニバーシティ・カレッヂ・スクールに通い、英語を学ばねばならぬ、というのです。
そうすることがスタンレー卿の命令だ、というのです。私たちばかりか他のイギリス人の意見では、この学校で学ぶことにな
ると時間を非常に食うので、人によっては家庭教師を雇った方がよいのです。そうするだけの十分な財力があっての話ですが
◎
締
府
イ
ギ
リ
ス
秘
学
生
〔
下
〕
。
、
。
Ｌ
ユノ市工
私
た
ち
は
ロ
イ
ド
師
に
対
し
て
多
少
疑
念
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
を
ぜ
ひ
附
き
届
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
す
る
次
弟
で
す
。
末
尾
に
署
椚
し
た
学
生
の
中
に
は
、
四
名
の
学
生
の
渦
が
見
え
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
取
締
二
名
と
年
若
の
学
生
二
名
の
名
前
で
す
。
取
締
に
つ
い
て
い
え
ば
、
か
れ
ら
は
私
た
ち
と
同
じ
考
え
を
持
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
手
段
に
訴
え
る
こ
と
に
反
対
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
年
端
の
学
生
の
こ
と
で
す
が
、
か
れ
ら
は
浩
す
ぎ
ま
す
か
ら
、
私
た
ち
の
考
え
に
合
わ
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
れ
ら
両
名
の
名
前
も
除
外
い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
意
見
具
陳
が
い
か
に
ｎ
分
ら
に
と
っ
て
取
大
な
耶
柄
か
、
閣
下
に
お
分
り
い
た
だ
け
る
も
の
と
傭
じ
て
お
り
ま
す
。
閣
下
が
い
つ
も
私
た
ち
に
格
別
翻
意
し
て
下
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
て
、
あ
え
て
一
筆
啓
上
い
た
し
た
次
第
で
す
。
家
庭
教
師
を
届
い
入
る
件
で
す
が
、
Ｗ
・
Ｖ
・
ロ
イ
ド
師
の
話
で
は
、
日
本
政
府
（
幕
府
）
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
額
で
は
足
ら
ぬ
、
と
い
う
の
で
す
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
に
側
い
て
み
た
所
、
こ
の
こ
と
を
肯
定
す
る
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
仲
間
に
は
、
〃
教
養
人
“
と
呼
ば
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
わ
が
国
の
政
府
も
、
私
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
教
育
を
受
け
る
も
の
と
は
思
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
特
殊
技
術
や
科
学
的
知
識
を
十
分
に
修
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
上
記
の
理
由
か
ら
、
私
た
ち
十
四
名
の
留
学
生
の
中
に
は
、
ロ
イ
ド
師
に
満
足
し
、
そ
の
監
督
下
に
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
者
は
一
人
も
い
ます。上記（
な
い
の
で
す
。
実
用
的
な
科
目
、
た
Ｌ
強
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
孫
府
イ
ギ
リ
ス
慨
学
生
〔
下
〕
｛ハーハ
片
目
、
た
と
え
ば
実
用
工
学
な
ど
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
の
こ
と
で
す
が
、
か
れ
ら
は
も
し
可
能
な
ら
今
日
明
日
に
で
も
勉
恐
憾
諏
言
学生らが連名で外相スタンレーに陳悩の手紙を出したことをロイドから聞いた学生取締の川路と中村は、二日後外
務
次
官
エ
ド
モ
ン
ド
ハ
モ
ン
ド
ニ
ハ
○
二
～
｜
ハ
九
○
）
に
対
し
て
陳
謝
の
手
紙
を
出
し
た
．
そ
れ
を
次
に
ひ
い
て
み
よ
う
ｌ
、
八
六
七
年
十
一
月
十
三
日
幕府イギリス留学生〔下〕
岩杉福安憶伊林筑外成
佐沢井１１１束作山瀬
徳英真昌並錠
源次之八一之三奎捨五
二郎肋郎郎助郎吾八郎
ハ
六
七
年
十
一
月
十
一
日
‐ユー
ノ、
七
ロ
イ
ド
氏
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
外
務
大
臣
閣
下
に
手
紙
を
書
き
送
っ
た
学
生
が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
監
督
激
任
を
負
っ
て
い
る
私
た
ち
に
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
知
ら
せ
ず
、
か
れ
ら
が
か
か
る
行
為
を
な
し
た
こ
と
に
脳
い
て
お
る
次
第
で
す
。
前
も
っ
て
こ
う
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
ら
、
手
紙
を
出
す
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
学生たちが採った行動に対して閣下のお許しを論うつもりです。そして［……以下判読不能］
拝
呈エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
モ
ン
ド
閣
下
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
ゲ
イ
ト
十
六
番
地
学
生
中１１１取
村路締
敬太
輔郎
恐怪謹言 六八
しかし、学生らの行動は、川路・中村らの説得慰撫により未遂に終わり、十一月に至って一同は再びロイド宅に戻
（幻）
り、共同生活を始めるのである。
几
い
よ
う
ロイドが分宿を許さなかったのは、留学生の学費をむさぼり、自分の栄耀（ぜいたく）を謀らんものとの考えから
出ており、そのため留学生らと朝夕言い合いが絶えなかったようだ。林董の「後は昔の記」によれば、日本人留学生
の学費は一ヵ年一千両、小遣は毎月三十両、学校の月謝・書籍代・旅費等はこの中に含まれず実費供給であった。
当時の英貨一ポンドはメキシコドル約五枚、一メキシコドルは邦貨にして約二分二朱位。一ヵ月の学費は毎月三十
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
六
九
翻学''１に撮った
中村敬輔の写真
１．２錐←
留学中に撮った
111路太郎の写真
四
ポ
ン
ド
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
の
下
宿
代
は
、
教
師
・
医
師
・
牧
師
の
家
に
間
貸
り
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
二
ポ
ン
ド
位
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
日
本
人
の
留
学
費
の
総
額
約
六
千
ポ
ン
ド
は
い
か
に
大
金であったかが判かる。
ロ
イ
ド
は
牧
師
な
が
ら
「
身
分
不
相
応
に
宴
会
を
催
お
し
、
二
人
の
娘
に
乗
馬
を
学ばす等種々の賛沢を為した」言後
は
昔
の
記
ご
と
い
う
か
ら
、
一
同
の
疑
心
が
と
み
に
っ
の
っ
て
行
っ
た
の
は
無
理
ハモンドは、「若い大君（昭武）ができるだけ冬に訪英すること」を望んだ。なぜならヴィクトリア女王が十二月
中
旬
ご
ろ
ま
で
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
で
過
ご
す
予
定
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
イ
ギ
リ
ス
側
は
、
昭
武
一
行
の
イ
ギ
リ
ス
滞
在
を
極
（犯）
力
快
適
な
も
の
に
し
、
見
学
し
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
何
で
も
見
さ
せ
る
よ
う
配
慮
し
た
。
パ
リ
万
博
の
主
要
行
馴
が
済
ん
だ
の
で
、
昭
武
一
行
は
八
月
六
日
（
九
・
三
）
の
朝
、
パ
リ
を
汽
耶
で
立
ち
、
各
国
巡
歴
の
途
に
上
り
、
ス
イ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
イ
タ
リ
ア
・
マ
ル
タ
島
を
経
て
再
び
パ
リ
に
帰
り
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
用
意
を
整
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
た
め
に
パ
リ
を
出
発
す
る
の
は
十
一
月
六
日
（
一
二
・
一
）
と
決
っ
た
。
そ
の
訪
問
の
時
期
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
と
の
調
整
が
行
な
わ
れ
、
昭
武
の
通
訳
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
と
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
と
の
間
で
何
度
か
連
絡
が
取られた。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
繭
学
生
〔
下
〕
七
○
か
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
あ
え
て
外
相
ス
タ
ン
レ
ー
卿
へ
陳
情
書
を
書
く
仕
儀
に
立
ち
至
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
政
府
（
幕
府
）
を
食
い
物
に
し
、
私
利
を
図
っ
た
ロ
イ
ド
に
は
後
日
談
が
あ
る
。
明
治
五
年
二
八
七
二
）
七
月
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
岩
倉
使
節
団
は
一
日
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
軍
港
を
見
学
に
訪
れ
た
。
そ
の
と
き
ロ
イ
ド
は
使
節
の
ホ
テ
ル
を
訪
ね
、
昔
緋
府
の
冊
学
生
を
預
か
っ
た
縁
故
を
も
っ
て
、
日
本
政
府
に
凧
っ
て
欲
し
い
、
と
い
っ
た
。
刷
使
伊
藤
博
文
よ
り
意
見
を
徴
さ
れ
た
林
萱
（
当
時
、
外
務
省
七
等
出
仕
、
岩
倉
使
節
団
の
随
員
）
は
、
往
年
の
留
学
の
て
ん
末
を
語
っ
た
結
果
、
ロ
イ
ド
の
猟
官
迦
動
は
不
首
尾
に
終
わ
り
、
そ
の
狙
い
も
は
ず
れ
た
。
五
徳
川
昭
武
の
イ
ギ
リ
ス
訪
問
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
民
部
公
子
一
行
の
渡
英
に
先
立
っ
て
、
昭
武
の
希
望
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
伝
え
て
い
る
。
ｌ
で
き
れ
ば
今
回
の
訪
問
を
非
公
式
な
も
の
に
し
た
い
こ
と
。
舞
踏
会
や
パ
ー
テ
ィ
や
晩
さ
ん
会
は
好
ま
ぬ
の
で
遠
慮
し
た
い
こ
と
等
々
。
次
い
で
昭
武
の
現
在
の心境を次のように伝えている。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
徳川11N武とその随１１，左端の人物はアレキサンダー
（マルセイユ１１杵後に撮ったもの）
「
と
く
に
奉
行
や
お
付
が
い
な
い
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
何
度
も
公
子
と
親
し
く
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
に
公
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
身
売
り
に
な
っ
た
の
だ
、
と
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
も
こ
う
申
さ
れ
ま
し
た
。
パ
リ
で
の
人
質
疎
ら
し
に
は
も
う
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
へ
逃
亡
す
る
か
、
日
本
へ
帰
り
た
い
。
そ
ん
な
考
え
か
ら
か
、
私
に
打
ち
明
け
話
を
な
さ
い
ま
し
た
。
自
由
な
身
と
な
っ
て
好
き
な
所
に
行
く
た
め
に
、
大
君
殿
（調）
下にもう一人の弟を遣わしてもらうつもりだと。」
被
害
妄
想
的
な
昭
武
の
梢
抑
状
態
ま
で
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
秘
密
情
報
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
伝
え
て
い
る
。
十
一
月
五
日
（
一
一
・
三
○
）
、
こ
の
日
、
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
は
ポ
ー
モ
ン
ト
・
ホ
ウ
ル
サ
ム
領
事
（
カ
レ
ー
駐
在
の
英
領
事
）
に
、
昭
武
一
行
を
迎
え
る
に
当
っ
て
の
書
簡
を
送
り
イ
ギ
リ
ス
側
の
配
慮
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
－
－
山
風
下
の
部
屋
は
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
に
確
保
し
た
こ
と
。
昭
武
一
行
の
重
立
っ
た
者
に
は
個
室
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ホ
テ
ル
に
着
い
た
ら
部
屋
七一
ド
ー
バ
ー
に
着
け
ば
、
工
兵
隊
の
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
が
出
迎
え
る
予
定
で
あ
る
こ
と
。
同
人
は
、
一
行
が
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
の
日
本
人
掛
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
支
那
や
日
本
へ
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
ロ
イ
ド
の
知
己
で
も
あ
る
こ
と
。
監
督
下
の
日
本
人
留
学
生
と
と
も
に
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
駅
に
昭
武
一
行
を
迎
え
に
出
る
、
と
ロ
イ
ド
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
。
ド
ー
パ
ー
で
は
、
貴
下
の
判
断
で
、
（㈹）
一行のために昼食を差し上げて欲しいこと等々。
十
一
月
六
日
（
一
二
・
一
）
、
昭
武
一
行
は
こ
の
日
の
午
前
十
一
時
半
、
ペ
ル
ゴ
レ
イ
ズ
の
旅
宿
を
出
発
し
、
馬
車
に
て
北
駅
に
赴
き
、
十
二
時
発
の
汽
車
に
搭
乗
し
カ
レ
ー
へ
向
か
っ
た
。
昭
武
に
従
う
人
々
は
次
の
面
々
で
あ
る
。
こと。貴下Ｌ
達したこと。 幕府イギリス秘学生〔下〕
七二
割
り
を
行
な
っ
て
欲
し
い
こ
と
。
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
，
ク
ロ
ス
駅
に
は
一
行
と
荷
物
を
迦
ぷ
た
め
に
四
輪
馬
車
と
荷
馬
車
が
待
機
し
て
い
る
こ
と
。
貴
下
は
月
咽
日
の
午
前
十
一
時
ご
ろ
カ
レ
ー
か
ら
乗
船
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
。
鉄
道
関
係
者
に
は
特
別
列
車
を
用
意
す
る
よ
う
令
御御奥
勘儒詰
定者医
格次師
陸席
軍翻
附訳
調力
役頭
取
御
勘
定
奉
行
格
外
国
奉
行
御
作
耶
奉
行
格
御
小
姓
頭
取
歩
兵
奉
行
向
山
隼
人
正
（
佃
歳
）
山
高
石
見
守
（
汀
歳
）
保
科
俊
太
郎
（
妬
歳
）
三
川
伊
右
衛
門
（
年
齢
不
詳
）
！
；
ん
高
松
凌
雲
（
蛇
歳
）
箕
作
貞
一
郎
（
加
歳
）
渋
沢
篤
太
夫
（
犯
歳
）
この日、空は曇り、風は凍るように冷たく、昭武一行を乗せた閑散とした汽車は、一路北フランスの平野をひた走せつせ
つ
り、夜七時ごろカレーに到潜した。直ちに「オテル・デ・デッサン」（不詳）に行き、同夜そこで一泊した。「折節
よ
り
（そのとき）英国方在留せるコンシュール罷出、御機嫌を伺う」（「英国御巡行日誌」）とあるのは、ボーモント。ホウ
ル
サ
ム
領
事
が
ホ
テ
ル
へ
挨
拶
に
訪
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同領事は、明日の航海の手続および蒸気船の用意などについて説明したのち帰って行ったが、早速、この日外務次
官ハモンドに、公子一行の到着を書簡をもって知らせた。
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
通
訳
向
山
・
山
高
の
従
者
‐
小
遣
奥
詰
小
姓
頭
取幕府イギリス留学生〔下〕
都
合
一
行
十
七
名
各
一
名
綱吉 菊池
平
八
郎
（
水
戸
藩
士
）
井
坂
泉
太
郎
（
同
右
）
加
治
梅
三
郎
（
同
右
）
三
輪
端
蔵
（
同
右
）
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
ｎ
歳
）
ア
ン
リ
ー
七
＝￣
十
一
月
七
日
（
一
二
・
二
）
、
蛇
の
ち
雪
。
こ
の
Ｈ
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
カ
レ
ー
と
も
同
じ
よ
う
な
空
模
様
で
あ
り
、
寒
さ
は
い
つ
に
な
く厳しかった。朝、ドーバーより迎船（郵便船）「メイド・オブ・ケント」号とともにやって来た日本人掛のエドワ
ー
ズ
少
佐
は
、
昭
武
に
拝
謁
し
た
。
そ
の
折
、
英
仏
海
峡
は
昨
夜
よ
り
風
が
強
く
、
逆
風
な
の
で
渡
航
は
む
ず
か
し
い
旨
伝
え
た
。
が
、
午
前
十
一
時
ご
ろ
よ
り
風
は
少
し
締
ま
っ
た
の
で
出
航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
早めに昼食をすませた昭武一行は、馬車にてホテルを出発し、北辺の港口に停泊中の迎船に搭乗した。船は荒天を
ついて対岸のドーパーを指して進むのだが、港口の白浪は防波堤に激しくぶつかると、そのしぶきは天高く舞った。
や
が
て
船
は
沖
に
出
る
に
つ
れ
て
激
し
く
動
揺
す
る
よ
う
に
な
り
、
激
浪
風
雪
の
中
で
一
同
船
室
で
じ
っ
と
し
て
い
る
し
か
な
か
っ
た
。
しかし、昭武は船に強かったので、荒天にひるむことなく、時々甲板の上を遊歩したり、周囲の景色を眺めたりした。
日
本
の
大
君
の
弟
は
今
夕
七
時
に
カ
レ
ー
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ポ
ル
ト
氏
の
要
請
に
よ
り
、
今
晩
ド
ー
パ
ー
の
サ
ウ
ス
Ⅱ
イ
ー
ス
タ
ー
ン
鉄
道
の
駅
長
に
手
紙
を
出
し
、
公
子
を
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
駅
ま
で
運
ぶ
た
め
に
、
Ｍ
Ｈ
の
午
後
二
時
に
特
別
列
車
を
出
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
公
子
と
そ
の
随
員
は
、
明
日
正
午
に
カ
レ
ー
を
立
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
拝
啓エ
ド
モ
ン
ド
・
ハ
モ
ン
ド
閣
下
締
府
イ
ギ
リ
ス
籾
学
生
〔
下
〕
八
六
七
年
十
二
月
一
日
カ
レ
ー
に
て
敬
具 七
ｕ
昭武一
着した。
公
子
と
そ
の
鮒
仙
は
、
郵
峻
船
「
メ
イ
ド
・
オ
ブ
・
ケ
ン
ト
」
暇
－
１
船
災
は
ピ
ィ
ト
ッ
ク
ー
に
勝
鞭
し
昨
日
午
後
十
二
崎
十
分
に
カ
レ
ー
を
出
帆
し
た
。
荒
天
を
つ
い
て
の
航
海
の
あ
と
、
午
後
三
時
に
ド
ー
バ
ー
彬
橘
に
到
粁
し
た
。
荒
天
の
た
め
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
ー
桟
橘
に
上
陸
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
同
船
は
避
泊
所
に
入
っ
た
。
冬
期
の
北
海
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
（
英
仏
海
峡
）
は
荒
れ
る
こ
と
で
有
名
だ
が
、
こ
の
日
は
珍
し
い
ほ
ど
の
荒
天
で
、
難
波
船
も
四
隻
ほ
ど目にした。どの船も乗組員の姿は見えず、命を落としたものと思われた。
昭
武
一
行
が
カ
レ
ー
を
出
帆
す
る
や
、
ホ
ウ
ル
サ
ム
領
事
は
、
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
に
宛
て
て
電
報
を
打
っ
た
。
電
報
は
こ
の
日
の
午
後
十
二
時
二
十
二
分
に
打
た
れ
て
い
る
。
電
文
に
は
、
「
日
本
ノ
プ
リ
ン
ス
午
後
十
二
時
七
分
一
一
特
別
ナ
船
デ
カ
レ
ー
ヲ
出
帆
セ
リ
」
「日本ノ（Ⅲ）
とあった。
ド
ー
パ
ー
に
到
着
す
る
や
、
文
官
武
官
ら
が
大
勢
は
し
け
に
乗
っ
て
昭
武
の
も
と
に
表
敬
に
訪
れ
た
。
海
軍
監
督
官
Ｒ
・
Ｎ
・
ブ
ル
ー
ス
大
尉
、
陸
軍
少
将
エ
リ
ス
、
副
官
Ｃ
・
Ｂ
・
ク
レ
イ
ト
ン
大
尉
、
顛
務
局
長
０
．
Ｂ
・
コ
ッ
ク
ス
大
佐
、
ド
ー
パ
ー
市
長
Ｊ
・
Ｇ
・
チ
郁
府
イ
ギ
リ
ス
別
学
生
〔
下
〕
七
五
昭
武
一
行
の
ド
ー
パ
ー
到
着
の
模
様
は
、
翌
三
日
（
陽
暦
）
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
紙
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
行
を
乗
せ
た
迎
船
は
カ
レ
ー
Ⅱ
ド
ー
パ
ー
間
三
十
二
キ
ロ
を
約
三
時
間
ほ
ど
で
渡
り
、
同
日
の
午
後
三
時
す
ぎ
ド
ー
パ
ー
に
到
ギリス政府差し回しの特別列車に乗り、ドーパーをあとにしロンドンへ向かった。
この日、ロンドンは曇天である。昼過ぎ、どんよりした空から雪が降って来た。外は寒く、寒さがしんしんと身に
しみる。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
七
六
ヤ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ド
、
サ
ウ
ス
Ⅱ
イ
ー
ス
タ
ン
鉄
道
の
支
配
人
Ｊ
・
Ｐ
・
ナ
イ
ト
らがメイド・オブ・ケント号の舷梯を昇って行き、公子に拝謁した。
やがて昭武一行と出迎えの者は二十一発の祝砲を聞きながら上陸
ま
ち
すると、馬車に分乗し、市の入口あたりにあるウォードゥン卿宅に
行き、そこでしばらく休息した。ここではドーパー市長・司令督臼ら
図の歓迎の辞を受けたのち、コーヒーや紅茶などの接待を受けた。
の「タイムズ」紙によると、当日のロンドンの気温は摂氏五度から十
㎡ノ
度
と
い
う
し
、
一
行
は
船
酔
い
と
厳
し
い
寒
さ
の
た
め
に
生
気
な
く
、
梢
然
と
ド
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日本人掛のエドワーズ少佐は、一行がドーパー到着後、外務次官
ハモンドに次のような第一報を送っている。
「
日
本
ノ
プ
リ
ン
ス
ハ
午
後
十
二
時
十
分
ニ
カ
レ
ー
ヲ
出
帆
シ
ォ
ソ
（他）
―
フ
ク
四
時
ゴ
ロ
ロ
ン
ド
ン
ニ
到
着
ノ
予
定
ナ
リ
」
市長その他から丁寧な祝詞を受けた昭武一行は、午後四時ごろィ
川
路
以
下
の
留
学
生
た
ち
は
、
駅
で
公
子
一
行
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
時
、
ま
た
ド
ー
パ
ー
か
ら
電
報
が
来
て
、
一
行
の
到
着
予
定
は
午
後
六
時
ご
ろ
と
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
電
文
は
今
ひ
い
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。
午
後
六
時
、
連
絡
ど
お
り
英
国
王
室
の
お
召
し
列
車
が
到
藩
し
た
。
こ
こ
に
冊
学
生
一
同
は
公
子
に
拝
謁
し
た
が
、
渋
沢
の
「
英
国
御
巡
行
日
誌
」
に
「
御
国
留
学
生
川
路
太
郎
・
中
村
敬
輔
其
他
生
徒
一
同
御
出
迎
巾
上
る
」
と
あ
る
。
それより一行は、かねて用意の馬車に乗り、プルック街、８．戸の［，の「クラリッジ。ホテル」Ｑ目□ぬの四・［の一（文
久
遺
欧
使
節
団
ｌ
竹
内
下
野
守
一
行
も
逗
留
し
た
所
、
現
存
）
へ
向
か
い
、
三
十
分
後
そ
こ
に
到
着
し
た
。
夜
八
時
ご
ろ
、
一
行
を
出
迎
え
た
留
学
生
一
同
は
、
相
伴
に
あ
ず
か
っ
た
。
同
夜
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
に
宛
て
て
、
大
君
の
親
弟
が
ロ
ン
ド
ン
に
安
着
し
、
旅
宿
に
入
っ
た
こ
と
等
を
知
ら
幕
府
イ
ギ
リ
ス
蘭
学
生
〔
下
〕
七
七
「
悪
天
候
ノ
タ
メ
到（綱）
到
着
ハ
午
後
六
時
ナ
リ
」
赴いた。
川
路
は
部
屋
の
窓
か
ら
外
を
見
な
が
ら
、
公
子
一
行
が
無
事
海
峡
を
渡
っ
た
か
ど
う
か
案
じ
て
い
た
。
「公子今日御渡海はいかうあらん。此の天気にては御渡難相成や」（「英航日録」）
川
路
は
午
後
一
時
ご
ろ
、
日
本
の
公
子
が
昼
す
ぎ
カ
レ
ー
を
発
し
、
ド
ー
パ
ー
に
着
い
た
こ
と
を
、
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
駅
か
ら
の
連
絡
で
知
っ
た
。
午
後
四
時
、
川
路
・
中
村
ら
は
学
生
一
同
を
連
れ
、
昭
武
一
行
を
出
迎
え
る
た
め
に
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
駅
に
一
方
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
は
、
一
行
の
ロ
ン
ド
ン
到
着
が
お
く
れ
る
と
思
わ
れ
た
た
め
か
、
ド
ー
パ
ー
を
発
す
る
間
ぎ
わ
に
外
務
次
官
ハモンド宛に次のような第二報を送っている。
「
悪
天
候
ノ
タ
メ
到
着
ガ
オ
ク
レ
三
時
十
五
分
到
若
ス
。
三
時
四
十
五
分
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
ニ
向
ケ
テ
発
ス
ロ
ン
ド
ン
幕
府
イ
ギ
リ
ス
蘭
学
生
〔
下
〕
七
ハ
せ
る
手
紙
を
書
い
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ｌ
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
公
子
は
鑿
ド
ー
パ
ー
に
着
い
た
こ
と
．
今
晩
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テルに旅装を解いたこと。部屋は大変快適に整えられていて、一同満足している模様であること。悪天候にかかわら
ず、ドーパー上陸はうまく運んだこと。明日の午前十一時に、閣下が公子を表敬訪問なさることをエドワーズ少佐か
ら聞いたこと。公子は見学するもののプランを立てているので、いずれそれを提出したいこと。公子には、〃国律〃
（
国
の
法
規
）
に
よ
る
大
君
の
地
位
を
イ
ギ
リ
ス
側
に
再
認
識
さ
せ
る
た
め
の
、
士
官
が
随
行
し
て
い
る
こ
と
。
十
五
名
の
若
い
日
本
人
（柵）
留学生（栗本貞次郎以下のフーフンス留学生）がパリに到着し、メルメ・ド・カション神父に託されていること等々。
十一月八日（一二・三）、曇。ロンドンは朝から寒気厳しく、おまけに霧が深い。川路は午前中の授業が終わると、
直
ち
に
ク
ラ
リ
ッ
ジ
・
ホ
テ
ル
に
赴
き
、
公
子
に
拝
謁
し
た
。
午
前
十
一
時
に
は
す
で
に
外
務
次
官
ハ
モ
ン
ド
が
公
子
の
御
機
嫌
伺
い
に
訪れ、次いで午後二時に、こんどは外務大臣スタンレーが訪れ、安着を祝した。その折、明九日、ヴィクトリア女王
がウィンザー城においてお会いになるから、平服でお越し願いたいと伝えた。
夕刻、川路・中村・ロイドらが腿り出、公子に拝謁した。夜七時、昭武は向山・山高・保科・高松・渋沢らの外、
川路らを伴い、エドワーズ少佐の案内で国会議事堂を訪れた。先に述べたように、この日、「タイムズ」紙（一八六
七・十二・一一一付）は、「日本公子ドーパーに到着」（し両国くしＦ・〔Ｂの］し勺レヱロの同勺囚ごＯ向日ロ・『の『）の記事や
Ｊ
・
Ｇ
・
チ
ャ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ド
市
長
の
歓
迎
の
辞
な
ど
を
掲
載
し
た
。
十
一
月
九
日
（
一
二
・
四
）
、
曇
。
こ
の
日
は
女
王
謁
見
で
あ
る
。
午
後
二
時
ご
ろ
、
公
子
と
陪
従
の
者
五
名
、
お
よ
び
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
・
外
相
ス
タ
ン
レ
ー
ら
は
汽
車
に
乗
り
、
ロ
ン
ド
ン
西
郊
の
ウ
ィ
ン
ザ
ー
城
に
住
む
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
を
訪
ね
た
。
昭
武
主
従
の
服
装
は
、
羽
織
小
袴
と
い
っ
た
平
服
で
あ
る
。
午
後
六
時
帰
館
。
夜
は
観
劇
に
招
待
さ
れ
た
。
川
路
は
こ
の
日
、
渋
沢
・
箕
作
貞
一
郎
ら
と
為
替
請
取
の
た
め
オ
リ
エ
ン
タ
ル
銀
行
を
訪
れ
た
。
十
一
月
十
日
二
二
・
五
）
、
曇
。
こ
の
日
、
昭
武
は
調
練
を
見
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
悪
天
侭
聯川口Ⅲ緬蜘
“
iliiliiliiiiii幕府イギリス留学生〔下〕 IlM1IiiI1M1lilll L畷 露|灘iii！(需輝繩 且昭武は調練を見る予定であったが、悪天候のため中止となった。午前十一
時ごろ、お付の者たちと「タイムズ」紙本社を見学に訪れた。同社は
一日四十名の職人を使って、二時間で十四万枚刷っており、一同印刷
、機の椚妙さに感嘆した。お昼にいったん必雌循に戻り、午後一時再び外
よ刊出
。
こ
ん
ど
は
武
器
肱
を
訪
れ
、
帰
途
銃
砲
商
の
店
に
立
寄
っ
て
新
式
銃
な
ど
を
ドー別
一
見
し
、
午
後
五
時
半
帰
館
。
夜
、
川
路
が
陥
り
出
た
。
８
図刻十一月十一日（一一一。一ハ）、曇天。霧雨降る。この日の午前中、昭
蝿圷武一行はロンドン郊外ウーリッジの兵器廠を訪れ、アームストロング
ト卯砲及び各種砲猟の製造等を実見し、午後五時すぎ帰館・
や蝿午後五時半、冊学生監督のロイドを夕食に招いたが、川脇・中村ら
ゥ乱も相伴した・
麺十一月十一一日（一一一・七）、曇・雪が少し降った。午前十時半、昭
リタ武一行は〃典籍貯所〃（大英博物館か？）を訪れ、十一時半》」ろいつ
ｒくたん帰館。午後一一時、外相スタンレーを訪問し、帰途海軍省に寄った
のち、午後三時半帰館した。
七
九
十
一
月
十
九
日
（
一
二
・
一
四
）
、
雨
。
午
前
十
時
ご
ろ
、
昭
武
一
行
は
テ
ー
ム
ズ
河
を
川
蒸
気
船
で
下
り
河
口
の
造
船
所
を
訪
れ
、
叩鉄艦を造る施設などを見学した。この日、川路は両替えのために、渋沢とともにオリエンタル銀行に赴いた。
翌
二
十
日
は
休
息
し
、
二
十
一
日
（
一
二
・
一
六
）
の
朝
、
滞
英
中
世
話
に
な
っ
た
留
学
生
川
路
太
郎
・
中
村
敬
輔
ら
へ
慰
労
の
品
々
が下げ渡された。午後四時、昭武一行は留学生一同の見送りを受けながら、チャーリング・クロス駅より汽車に乗り
ド
ー
パ
ー
へ
向
か
い
、
夜
七
時
ご
ろ
同
地
に
着
い
た
。
一
行
は
同
夜
、
ド
ー
パ
ー
で
一
泊
し
、
翌
二
十
二
日
（
一
二
・
一
七
）
の
午
前
十
時
半
す
ぎ
、
同
地
司
令
官
以
下
の
盛
大
な
見
送
り
を
受
け
た
の
ち
、
乗
船
し
、
カ
レ
ー
へ
向
か
っ
た
。
帰
路
も
風
強
く
、
海
も
し
け
模
様
で
あ
っ
た
が
、
来
た
と
き
ほ
ど
の
荒
天
で
は
な
か
っ
た
。
昭
武
は
カ
レ
ー
到
蒲
ま
で
甲
板
の
上
を
遊
歩
し
た
。
…
…
緋府イギリス研学生〔下〕
八○
十
一
月
十
三
日
（
一
二
・
八
）
、
雪
。
昭
武
は
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
の
案
内
で
、
山
高
・
保
科
・
高
松
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
ら
と
伴
っ
て
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
ロ
ン
ド
ン
郊
外
シ
ド
ナ
ム
に
あ
る
「
水
晶
宮
」
（
一
八
五
一
年
万
国
博
覧
〈
五
用
に
造
ら
れ
、
一
八
五
四
年
シ
ド
ナ
ム
に
移
築
さ
れ
た
鉄
骨
ガ
ラ
ス
張
り
の
建
物
）
を
訪
れ
た
。
午
後
四
時
半
、
帰
館
。
十
一
月
十
四
日
（
一
二
・
九
）
、
曇
。
午
前
十
一
時
半
ご
ろ
、
シ
ー
ア
ネ
ス
（
未
詳
）
の
大
砲
試
射
場
を
訪
れ
、
実
弾
射
撃
を
実
見
し
たのち、砲塔式の砲台を見学し、午後五時半帰航。
十
一
月
十
五
日
（
一
二
・
一
○
）
、
錘
。
昭
武
一
行
は
、
午
前
十
時
半
に
造
幣
局
を
訪
れ
、
各
部
門
を
一
覧
し
た
。
十
一
月
十
六
日
（
一
二
・
一
一
）
、
崎
。
午
後
一
時
四
十
分
す
ぎ
、
エ
ド
ワ
ー
ズ
少
佐
の
案
内
で
ポ
ー
ッ
マ
ス
耶
港
（
ロ
ン
ド
ン
南
西
二
九
キ
ロ
）
を
訪
れ
、
軍
隊
輸
送
船
，
砲
術
練
習
艦
・
装
甲
艦
等
を
見
学
し
た
の
ち
、
造
船
場
・
製
鉄
所
な
ど
を
視
察
し
大
歓
迎
を
受
け
、
帰
途
、
オ
ル
ダ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
練
兵
場
に
寄
り
、
三
兵
の
調
練
な
ど
を
見
学
し
た
の
ち
、
翌
十
七
日
（
一
二
・
一
二
）
の
夕
刻
、
ロ
一一九キロ）を》
け、帰途、オル岸
ンドンに帰った。
昭
武
一
行
が
フ
ラ
ン
ス
に
帰
っ
た
の
ち
、
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
留
学
生
た
ち
の
生
活
は
平
常
に
復
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
川
路
・
中
村
ら
両
取
締
は
、
学
生
と
ロ
イ
ド
と
の
間
に
は
さ
ま
っ
て
悶
悶
の
情
や
る
か
た
な
か
っ
た
ろ
う
。
昭
武
一
行
が
渡
英
し
た
前
後
、
川
路
・
（鴨）
中村はついに幕府に対して監督ロイドを解雇するか、自分たちを罷免し帰国させて欲しい】口を認めた上申書を送った。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
１－４松たちイギリス留学生取締は、幕命を奉じて渡英し、その後、人物養成のためにひたすら努力を傾け、留学生
一同も一意専心勉学につとめたが、少しも進歩の跡が見えない。学業がはかばかしくないのは、イギリス政府が付け
て
よ
こ
し
た
ロ
イ
ド
と
い
う
世
話
人
が
よ
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ロ
イ
ド
は
賊
や
教
師
に
支
払
う
澱
川
の
一
切
を
つ
か
さ
ど
り
、
冊
学
生
全
員
を
自
分
の
家
に
入
れ
て
世
話
を
し
、
な
る
べ
く
学
生
に
金
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
、
私
腹
を
肥
や
し
て
い
る
。
学
生
十
四
名
を
一
ま
と
め
に
し
、
教
師
一
名
を
雇
い
入
れ
て
教
え
さ
せ
て
い
る
有
様
で
あ
る
。
私
た
ち
の
考
え
で
は
、
学
生
一
人
一
人
が
分
宿
し
学
業
に
励
む
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
な
る
と
利
潤
が
薄
く
な
る
の
で
ロ
イ
ド
は
許
さ
ず
、
一
時
私
た
ち
は
分
散
し
て
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
再びロイドの家に呼び返されてしまった。
こ
の
よ
う
な
耶
情
な
の
で
単
盤
お
進
歩
は
瓢
め
ず
、
御
老
中
よ
り
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
掛
け
合
い
、
柵
学
生
世
話
人
（
監
粁
）
を
解
屈
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
現
在
の
私
た
ち
は
取
締
と
い
っ
て
も
名
目
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
も
し
ロ
イ
ド
が
解
雇
さ
れ
な
い
と
す
れば、職掌に対して申訳ないので、免職の上すみやかに帰国させて欲しい。
しかし、「英国繭学生世話人御断り被下候様奉願候書付」（慶応三年十一月）といったこの上申書が江戸に届いた頃、
す
で
に
幕
府
の
命
運
は
尽
き
、
倒
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（妬〉
ま
た
正
確
な
時
期
は
不
明
だ
が
、
慶
応
一
一
一
年
の
末
ご
ろ
、
川
路
・
中
村
を
除
く
、
他
の
十
二
名
の
学
生
は
ガ
ワ
ー
街
に
あ
る
ユ
ニ
ヴ
ァ
幕府イギリス慨学生〔下〕
八一
川
路
ら
が
大
政
奉
還
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
腿
応
四
年
一
月
四
日
（
一
八
六
八
・
一
・
二
八
）
の
こ
と
で
、
パ
リ
在
冊
の
向
山
隼人正ならびに山高石見守から来た御川状によってである。緋府瓦解の知らせは青天のへきれきであり、閉学生一同
色
を
失
な
い
、
途
方
に
募
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
、
川
路
は
故
国
の
政
変
に
つ
い
て
日
記
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
れ
い
の
ご
と
し
「
正
月
四
日
晴
就
業
如
例
。
パ
リ
ス
よ
り
御
用
状
到
来
す
。
書
中
江
戸
表
よ
り
相
廻
り
来
候
去
ル
腿
応
一
二
年
十
月
廿
四
日
（
十
お
お
ぜ
い
鱈
さ
れ
な
ら
び
四
の
誤
り
）
舩
京
地
被
仰
出
候
御
書
付
写
、
パ
リ
ス
在
留
之
外
国
奉
行
（
向
山
隼
人
正
）
丼
に
山
高
石
見
守
よ
り
達
し
来
る
、
何
と
も
そ
う
も
人
あ
そ
ば
せ
あ
る
ぺ
８
お
ん
巳
と
落謄致し候、大君より御奏聞（奏書）之趣、御政権天朝えお帰し被遊候段、深き思召も可被為在御事とは奉存候得共、
（伯）
げた。
隷府イギリス留学生〔下〕
ハニ
ーシティ・カレッジ（ごロゴの『のど○・一一の、の）に入学した。この大学の礎石がすえられたのは一八二七年のことで、同
校
は
一
九
○
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
大
学
に
組
み
込
ま
れ
た
。
川
路
と
中
村
は
他
の
学
生
と
ち
が
っ
て
年
も
い
っ
て
い
た
の
で
入
学
せ
ず
、
こ
れ
ま
で
通
り
エ
ト
ワ
ー
ド
・
モ
ー
ル
ト
ピ
ィ
に
師
事
し
（Ｗ）
た
。
川
路
は
海
軍
諸
術
、
中
村
は
文
学
の
研
讃
に
も
っ
ぱ
ら
つ
と
め
た
ら
し
い
。
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
ー
ア
イ
。
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
も
の
は
総
じ
て
で
き
が
良
く
、
と
く
に
外
山
捨
八
を
は
じ
め
、
箕
作
奎
吾
・
大
六
の
兄
弟
、
林
並
三
郎
、
市
川
森
三
郎
な
ど
は
優
秀
な
成
械
を
上
し
か
し
、
意
気
盛
ん
な
イ
ギ
リ
ス
卿
学
生
ら
を
突
如
絶
望
の
ど
ん
底
に
突
き
落
と
す
よ
う
な
凶
報
が
故
国
か
ら
舞
い
込
ん
だ
。
ロ
ン
ド
ン
在
住
の
留
学
生
ら
は
渡
英
後
約
一
ヵ
年
を
経
て
よ
う
や
く
正
規
の
大
学
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
故
国
に
お
い
て
は
、
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
に
大
君
（
慶
喜
）
が
政
権
を
朝
廷
に
返
上
し
、
こ
こ
に
二
百
六
十
五
年
に
も
及
ん
だ
徳
川
幕
府
は
終
え
ん
を
迎
え
た
の
である。
二
月
十
七
日
（
三
・
七
）
、
こ
の
日
川
路
ら
が
小
栗
上
野
介
等
に
宛
て
て
出
し
た
一
瀞
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
柵
学
生
の
世
話
人
ロ
イ
ド
の
解
胴
を
Ｗ
皮
求
め
て
い
る
．
ｌ
ロ
イ
ド
は
、
「
識
馴
倫
略
に
い
た
し
勵
己
の
腹
施
し
」
て
い
る
の
で
私
た
ち
刑
学
生
は
見
込
ど
お
り
修
業
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
ロ
イ
ド
に
渡
し
て
い
た
金
を
研
学
生
一
人
一
人
に
渡
せ
ば
、
そ
の
道
の
大
家を雇い入れられるので、めいめい学問も進歩するはずである。もしこの願いをお聞き届けいただければ、取締を世
く
必
要
は
な
く
な
る
し
、
私
共
も
病
気
で
あ
る
の
で
、
帰
朝
療
養
を
申
し
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
後
は
、
留
学
生
の
中
で
い
い
年
配
の
者
を
四
、
五
名
選
ん
で
月
番
二
カ
月
交
替
の
当
番
）
を
立
て
、
江
戸
と
の
連
絡
係
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
緋
府
イ
ギ
リ
ス
慨
学
生
〔
下
〕
八三
し
ん
し
さ
ゆ
う
て
い
し
ご
く
い
か
が
◆
臣子（臣下）之身に取り、実に泣涕（涙を流して泣く）至極之義也、これよ、ソは如何形勢相成へく故と、犯愛に均
こ
れ
あ
り
ぺ
く
しく可有之なれと、深く心配す」（「英航口凹録」）
異
郷
万
里
の
イ
ギ
リ
ス
で
主
家
の
変
事
を
聞
き
暗
然
と
し
て
声
な
く
、
祖
国
の
な
り
ゆ
き
を
案
じ
る
あ
ま
り
勉
学
に
も
手
が
っ
か
な
か
し
た
が
、
の
ち
に
従
坐
こ
ん
（名は肌）のもとに
しかし、三月に一
本のもとに届いた。
川
路
は
、
中
村
敬
輔
と
の
摩
上申書を書き送っている。
っ
た
こ
とであろう。
一
八
六
八
幕府は政権返上にとｊＵない、慶応四年（明治元年）一月、災・仏・剛・露の研学生らを直ちに帰国させることに決
た
が
、
の
ち
に
従
前
通
り
柵
別
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
そ
の
命
令
は
同
年
三
月
十
六
日
（
四
・
八
）
に
パ
リ
の
駐
仏
公
使
栗
本
安
芸
守
こ
ん
御は肌）のＪＵとに着き、かれは即日それを英・側・餌の留学生らに伝えた。
し
か
し
、
三
月
に
な
る
と
、
幕
府
は
こ
の
決
定
を
翻
し
、
改
め
て
在
欧
留
学
生
の
帰
国
を
命
じ
、
こ
の
命
令
は
閏
四
月
九
日
パ
リ
の
栗
中
村
敬
輔
と
の
連
署
で
慶
応
四
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
幾
度
と
な
く
留
学
生
掛
の
川
勝
近
江
守
・
小
栗
上
野
介
ら
に
川路・中村らも紡核性の肋膜炎を思っていたのかも知れない。
三
Ｎ
二
十
頑
、
｛
四
一
七
｝
Ⅱ
略
と
中
村
は
こ
の
ｎ
も
連
名
で
剛
学
生
掛
に
欝
簡
を
送
っ
て
い
る
．
ｌ
私
共
は
病
気
職
の
で
早急に帰国させて欲しい。送金も滞り、呼び戻しの御沙汰もないので〃中ぶらりん〃の状態に置かれている。どうす
れ
ば
よ
い
か
、
す
み
や
か
に
お
決
め
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
間
に
も
本
国
の
情
勢
に
つ
い
て
の
報
告
（
御
用
状
）
が
遂
次
パ
リ
在
留
の
昭
武
主
従
の
も
と
に
届
き
、
そ
の
写
し
等
が
さ
ら
に
パ
リ
経
由
で
ロ
ン
ド
ン
の
川
路
ら
の
所
に
も
届
け
ら
れ
た
。
三
月
二
十
七
日
（
四
・
一
九
）
、
こ
の
日
は
日
曜
日
に
当
た
る
が
、
朝
、
箕
作
奎
吾
が
パ
リ
に
着
き
、
昭
武
に
拝
謁
し
た
。
同
人
が
パ
リにやって来た目的は定かでないが、おそらく故国の様子と今後の岡学生らの身の振り方について相談に来たもので
あ
ろ
う
。
沈
作
は
パ
リ
で
四
泊
し
た
の
ち
、
四
月
一
日
（
四
・
二
三
）
の
朝
、
帰
英
し
た
。
四
月
二
十
一
日
（
五
・
一
三
）
、
箕
作
に
続
い
て
川
路
が
こ
の
日
の
午
後
三
時
ご
ろ
、
パ
リ
に
や
っ
て
来
、
栗
本
安
芸
守
と
会
い
、
慨
学生一同イギリスを引き払う件について協議し、帰朝することに決した。栗本は二十五日に帰国の途につき、川路は
二
十
七
日
（
五
・
一
九
）
イ
ギ
リ
ス
へ
帰
っ
た
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
研
学
生
〔
下
〕
八四
次
い
で
二
月
二
十
三
日
（
三
・
一
六
）
山
口
駿
河
守
ら
に
宛
て
て
出
し
た
川
路
・
中
村
迎
署
の
掛
而
は
、
帰
国
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る。’－ｌ私共はもともと病弱のところ、気候風土の異なるイギリスにやって来、昨年の秋あたりから〃胸痂〃（胸膜
病亘図さＳ冨日のことか？）が起こっている。いろいろ手当を受けたが快方へ向かわず、故国で療養したいので、す
み
や
か
に
帰
国
い
た
し
た
い
。
私
た
ち
研
学
生
の
た
め
の
徳
川
家
か
ら
の
送
金
が
望
み
う
す
く
、
ま
た
最
近
わ
が
国
で
起
っ
て
い
る
動
乱
の
結
果
、
私
た
ち
は
留
学
生
全
員
を
日
本
に
連
れ
帰
る
つ
も
り
で
い
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
御
通
知
申
し
あ
げ
ま
す
。
帰国の決定は、留学生の取締としての私共の責任においてなしたものです。了解ずみのことですが、ともかく私たちには留
学生を監督する権限があるのです。
貴国外務省とも関わりがある、留学生引き上げの件では格別の御援助を賜わりたく思います。イギリス滞在中、私たちが貴
国
政
府
か
ら
受
け
ま
し
た
御
親
切
に
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
徳
川
家
の
当
主
に
、
き
っ
と
貴
国
政
府
の
御
親
切
を
お
伝
え
す
る
つ
も
り
で
す
。
幕府イギリス留学生〔下〕
八五
四
月
二
十
八
日
（
五
・
二
○
）
、
川
路
は
留
学
生
一
同
と
き
ゅ
う
首
協
議
し
た
結
果
、
帰
朝
と
決
し
、
そ
の
旨
を
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
伝
えた。川路は中村との連署で、外務次官ハモンドに宛てて次のような書簡（原文英文）を送った。その和訳を次にひ
く
。拝
啓 八六
八
年
五
月
二
十
二
日
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
、
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
・
ゲ
ー
ト
十
六
番
地
六
幕
府
倒
懐
後
の
祖
国
へ
だ
が
、
在
英
留
学
生
に
対
す
る
送
金
も
跡
絶
え
が
ち
の
折
か
ら
、
川
路
ら
に
帰
国
の
船
賃
な
ど
あ
る
は
ず
が
な
く
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
政
（側）
府が運賃（約一一一万フラン）を立て替え、喜望峯回りの帆船（「ニンフ」ｚ瑁日Ｃ汀号か？）で帰国することにした。
い
た
さ
せ
閏
四
月
十
八
日
（
六
・
八
）
、
川
路
は
「
生
徒
一
同
英
政
府
占
船
相
雇
帰
国
為
致
候
二
付
、
御
暇
乞
と
し
て
」
パ
リ
に
赴
き
、
渋
沢
篤
太
夫
（
帰
国
し
た
栗
本
安
芸
守
の
事
務
代
理
）
に
委
細
を
報
告
し
た
。
渋
沢
は
川
路
の
話
を
聞
い
て
大
い
に
憤
り
、
公
子
に
言
上
し
た
と
こ
ろ
、
昭
武
は
、
留
学
生
が
旅
費
に
窮
す
る
あ
ま
り
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
世
話
で
帰
国
す
る
こ
と
は
徳
川
家
の
恥
辱
で
あ
る
ば
か
り
か
、
日
本
の
恥
で
も
あ
る
、
と
い
い
、
自
分
の
滞
在
費
を
節
約
し
て
で
も
旅
費
を
支
給
す
る
か
ら
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
渡
ら
せ
よ
、
と
命
じ
た
。
そ
こ
で
滞
在
費
の
中
か
ら
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
の
帰
国
費
用
を
出
す
こ
と
に
し
、
一
同
を
フ
ラ
ン
ス
に
呼
び
寄
せ
、
フ
ラ
ン
ス
郵
船
で
帰
（印）
国させる許可を得た。
翌
十
九
日
（
六
・
九
）
の
午
後
六
時
半
、
渋
沢
は
川
路
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
へ
向
け
て
立
ち
、
二
十
日
（
六
・
一
○
）
の
午
前
中
、
ロ
イ
（別）
ド宅に行き留学生の引き上げについて申し伝穆え、イギリス外務省へは「英船による不面目な留学生輸送」の件を破談
に
し
、
二
十
三
日
（
六
・
一
三
）
の
朝
、
パ
リ
に
戻
っ
た
。
よ
う
云
う
つ
も
り
で
す
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
ハ六
思
い
が
け
な
く
留
学
生
を
引
き
揚
げ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
徳
川
家
の
当
主
に
は
ロ
イ
ド
氏
に
対
し
て
応
分
の
補
償
を
し
て
い
た
だ
く
貴
下
の
忠
実
な
る
下
僕
川
路
太
郎
中
付
敬
輔
フランス郵船で帰国と決った留学生らは、めいめい諸事を整理して帰国の準備を整えたことと思われるが、せっか
く宿望を達して留学したのに、一事も成さずして故国に帰るのは痛恨のきわみであった。
林董三郎などは、漂流人彦蔵（一八三六～九七、ジョゼフ・ピコ、幕末・明治期の実業家）が親切なアメリカ人の
世話で学校へやってもらったことを思い出し、旅費を何とか都合してアメリカへ渡ろうと決心する。アメリカ人に親
切な者が多いと聞く。アメリカに行くことができさえすれば、あとは野となれ山となれである。しかし、一介の留学
幕府イギリス留学生〔下〕
イギリス公使時代
の林茄(ilf三郎）
晩年の大六
(菊地太ＩＭＤ
生
の
身
に
と
っ
て
旅
費
の
調
達
は
容
易
で
はない。
思
い
余
っ
た
林
は
、
日
本
を
立
つ
と
き
父
（
御
殿
医
洞
海
）
か
ら
賜
わ
っ
た
家
宝
の
大
小
を
売
っ
て
、
五
、
六
ポ
ン
ド
ほ
ど
得
よ
う
と
思
っ
た
。
こ
の
金
額
が
あ
れ
ば
三等船客として渡米も可能である。
そ
こ
で
リ
ー
ジ
ェ
ン
ト
街
の
骨
董
店
（
支
那・日本の品をひざぐ）にその大小
を
持
み
込
み
、
売
り
た
い
と
い
う
と
、
五
シ
リ
ン
グ
な
ら
買
う
と
い
う
。
買
値
の
あ
ま
り
の
安
さ
に
驚
い
た
林
は
、
こ
の
刀
は
ハセ
閏
四
月
二
十
四
日
（
六
・
一
四
）
、
夜
七
時
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
十
四
名
は
パ
リ
に
到
着
し
、
直
ち
に
旅
宿
へ
向
か
っ
た
。
そ
の
夜
一
同
が
泊
っ
た
ホ
テ
ル
名
は
不
明
だ
が
、
十
四
名
が
二
部
屋
に
押
し
込
め
ら
れ
、
一
部
屋
に
七
、
八
名
寝
か
せ
ら
れ
た
。
外
山
捨
八
、
林
菰
三
郎
な
ど
は
、
「
人
川
を
豚
扱
い
に
す
る
」
と
い
っ
て
胆
を
た
て
た
が
、
逆
に
渋
沢
よ
り
（郷）
「君たちは荷物扱ひにされ、為替を付けて日本へ送り還される所であった。豚扱いは未だしも結構だ」
と、その了見違いを悟らされた。
翌二十五日（六・一五）、午後一時ごろ、イギリス研学生十四名、オランダ慨学生三名、（林研海・松本錐太郎。緒
方
洪
哉
）
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
留
学
生
六
名
、
計
二
十
三
名
は
、
昭
武
に
拝
謁
し
た
。
二
十
七
日
（
六
・
一
七
）
の
夜
、
一
同
プ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
晩
さ
ん
を
供
さ
れ
た
。
こ
れ
は
い
わ
ば
送
別
会
で
も
あ
っ
た
。
閏
四
月
二
十
八
日
（
六
・
一
八
）
、
一
同
は
午
前
九
時
ご
ろ
パ
リ
の
リ
ヨ
ン
駅
を
発
し
、
マ
ル
セ
イ
ュ
ヘ
向
か
い
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
郵
船
（
船
名
不
詳
）
に
乗
り
込
み
、
地
中
海
を
航
行
し
た
後
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
に
上
陸
し
、
そ
れ
よ
り
陸
路
カ
イ
ロ
を
経
て
帰
国
す
る
こ
と
に
し
た
。
「元来英国人は日本刀が珍らしき故に買う者あれど、品のよるしきを選みて買う者はなし。売れぬ砧を店に置きても
（鼬）
詮なければ買い難し」
祖
父
伝
来
の
品
で
あ
る
こ
と
、
う談じたが、店の主人は、
といった。
林はこの言葉を聞くと、がっくりとし、泣きだしたい気持に駆られた。一るの望みを失った林は、ついに皆と共に
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
品
で
あ
る
こ
と
、
金
具
の
彫
刻
の
名
作
な
る
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
説
明
し
、
八八
せ
め
て
三
ポ
ン
ド
ほ
ど
で
買
い
上
げ
て
く
れ
る
よ
ス
エ
ズ
に
出
、
さ
ら
に
便
船
を
替
え
日
本
へ
向
か
っ
た
。
英
・
仏
・
蘭
の
留
学
生
二
十
三
名
が
横
浜
に
到
着
し
た
の
は
、
戊
辰
戦
争
た
け
な
わ
の
慶
応
四
年
（
明
治
元
年
）
六
月
二
十
五
日
（
一
八
六
八
・
八
・
一
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
イ
ギ
リ
ス
翻
学
生
ら
の
頭
は
皆
〃
散
切
〃
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
髪
形
で
江
戸
の
自
邸
へ
戻
れ
ば
官
躯
や
浪
士
ら
の
注
意
ま
げ
（別）
を
引
き
、
ど
ん
な
災
い
を
招
く
と
も
限
ら
な
か
っ
た
の
で
、
一
同
つ
け
艦
な
ど
し
て
江
戸
に
入
っ
た
も
の
ら
し
い
。
一
方
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
岡
学
生
の
監
督
で
あ
っ
た
ロ
イ
ド
は
、
留
学
生
一
行
が
マ
ル
セ
イ
ユ
に
向
け
て
パ
リ
を
あ
と
に
し
た
六
月
十
八日（陽暦）、留学生引き上げのためにこうむった個人的損害額の概算をイギリス外務省のハモンド外務次官に報告
（錨）
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
四
千
八
百
九
十
三
ポ
ン
ド
に
も
な
る
、
と
云
っ
て
い
る
。
こ
の
内
の
約
半
分
は
、
家
具
調
度
ｎ
ｍ
に
使
わ
れ
た
と
い
う
。
ロ
イ
ド
の
帆
害
賠
仙
は
、
幕
府
が
明
沿
元
年
十
二
月
ま
で
諸
掛
川
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
送
っ
た
二
万
ド
ル
（
メ
キ
シ
コ
ド
ル
）
の
中
幕府イギリス留学生〔下〕 ！
；
中村敬ｳﾞIi(正直)の将来本の翻訳
（筆者収蔵）
（錦）
か
ら
支
払
わ
れ
、
こ
こ
に
補
償
問
題
は
決
着
し
た
。
（師）
最
後
に
各
留
学
生
の
維
新
後
の
経
歴
を
略
記
し
て
お
く
。
川
路
太
郎
（
弘
化
元
年
～
昭
和
二
年
）
。
明
治
四
年
大
蔵
省
に
出
仕
し
、
翌
五
年
岩
倉
使
節
団
の
随
員
と
し
て
欧
米
に
赴
く
。
帰
国
後
、
外
国
文
書
課
長
。
明
治
十
八
年
三
川
に
英
学
塾
「
月
山
学
舎
」
を
開
い
た
。
明
治
二
十
六
年
広
島
県
の
福
山
（
誠
之
館
）
中
学
に
赴
任
。
の
ち
神
戸
松
陰
女
学
校
校
長
と
な
る
。
昭
和
二
年
五
月
、
神
戸
で
死
去
。
享年八十四歳。
八
九
箕作大六（のちの菊地大麓）（安政二年～大正六年）。明治元年末、開成学校に奉職。明治三年ケンブリッジ大学に
留
学
し
、
数
学
を
修
め
る
。
明
治
十
年
東
京
大
学
理
学
部
教
授
。
明
治
三
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
総
長
。
明
治
四
十
二
年
帝
国
学
士
院
長
。
大正六年八月死去。享年六十三歳。
福
沢
英
之
肋
（
弘
化
四
年
～
？
）
。
帰
国
後
、
し
ば
ら
く
岡
山
の
中
学
校
の
教
師
と
な
り
、
次
い
で
横
浜
で
貿
易
商
、
歯
科
医
と
な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る
が
、
詳
ら
か
に
し
な
い
。
林董三郎（嘉永三年～大正二年）。帰国後、榎本艦隊とともにエゾに走る。のち官軍に捕えられ、明治三年四月釈
放。明治五年岩倉使節団の随員として欧米に赴く。明治二十四年外務次官、同三十三年英国公使。明治三十九年外務
大臣、伯爵。大正二年七月死去。享年六十四歳。
伊東昌之肋（弘化四年～？）。明治元年末、開成学校に奉職。明治四年七月、文部大助教。次いで少博士。
叢
０
幕府イギリス留学生〔下〕
九
○
中村敬輔（正直）（天保三年～明治二十四年）。明治元年九月、静岡学問所一等教授。明治四年サミュエル・スマイ
ルズのｍの］｛‐ずの］ロ（】函ｓ）を訳し、「西国立志編」と題して公刊。明治十四年東京大学教授、同十九年元老院議官。二
十
三
年
女
子
高
等
師
範
学
校
長
。
明
治
二
十
四
年
六
月
死
去
。
享
年
六
十
歳
。
成
瀬
錠
五
郎
（
嘉
永
二
年
～
？
）
。
明
治
元
年
九
月
、
静
岡
移
住
後
、
消
息
不
明
。
外
山
捨
八
（
正
一
）
（
嘉
永
元
年
～
明
治
三
十
三
年
）
。
明
治
元
午
九
月
、
静
岡
学
問
所
一
等
教
授
。
の
ち
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
入
学
し
、
化学を修める。明治九年開成学校教授。明治三十年東京大学総長。明治一一一十三年三月死去。享年五十三歳。
箕
作
奎
吾
（
嘉
永
五
年
～
明
治
四
年
）
。
明
治
二
年
十
一
月
大
学
中
助
教
、
の
ち
小
博
士
。
明
治
四
年
六
月
、
遊
泳
中
溺
死
。
享
年
二
幕
府
の
輿
望
を
に
な
っ
て
渡
航
し
た
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
た
ち
が
ロ
ン
ド
ン
で
学
ん
だ
の
は
わ
ず
か
一
年
半
ほ
ど
の
期
間
に
す
ぎ
ず
、
政
府
崩
壊
の
た
め
に
志
半
ば
で
帰
国
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
に
、
こ
の
留
学
の
悲
劇
的
性
格
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
は
、
中
途
半
端
な
、
じ
っ
に
み
じ
め
な
結
末
を
迎
え
、
留
学
の
成
果
を
直
接
幕
府
の
施
政
に
役
立
て
得
な
か
っ
た
こ
と
は
、
仏
・
蘭
・
露
国
留
学
生
に
も
共
通
安井真八郎（弘化四年～？）。明治元年九月、静岡に移住。その後消息不明。
億
川
一
郎
（
嘉
永
元
年
～
明
治
十
一
年
）
。
明
治
二
年
大
坂
舎
密
局
に
入
る
。
明
治
七
年
大
蔵
省
紙
幣
寮
八
等
出
仕
、
の
ち
舎
密
局
長・試験部総長。明治十一年三月死去。享年三十歳。
市川森三郎（のちの平岡盛三郎）（嘉永五年～明治十五年）。明治元年十一月開成学校教授試補。明治五年文部省七
等
出
仕
。
明
治
十
年
五
月
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ュ
ス
タ
ー
大
学
に
留
学
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
教
授
に
師
事
し
、
物
理
学
を
修
め
る
。
明
治
十
三
年
七
月
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
講
師
、
の
ち
教
授
。
明
治
十
五
年
十
月
死
去
。
享
年
三
十
一
歳
。
杉
徳
次
郎
（
嘉
永
三
年
～
？
）
。
明
治
元
年
静
岡
学
問
所
四
等
教
授
、
の
ち
病
没
。
岩
佐
源
二
（
弘
化
二
年
～
？
）
。
明
治
元
年
九
月
静
岡
学
問
所
四
等
教
授
。
そ
の
後
消
息
不
明
。
する点である。
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
が
滞
英
中
教
師
か
ら
直
接
教
わ
っ
た
も
の
は
、
主
に
語
学
や
物
理
・
化
学
・
数
学
等
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
が
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
教
科
や
師
事
し
た
教
師
名
に
つ
い
て
は
未
調
査
だ
が
、
在
学
期
間
も
短
い
か
ら
さ
し
た
る
成
果
を
あ
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
九一
七
あ
と
が
き
幕府イギリス籾学生〔下〕
九こ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
か
れ
ら
は
授
業
や
自
学
自
習
の
合
い
間
に
諸
処
方
々
を
訪
れ
、
知
見
を
広
め
ており、見学・視察等で得た利益は計り知れないものがあったに違いない。
留
学
と
は
外
国
に
お
い
て
単
に
学
術
を
修
得
す
る
こ
と
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
見
聞
を
広
め
、
風
俗
習
慣
を
も
学
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
が
学
ん
だ
語
学
や
科
学
知
識
が
浅
薄
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
が
、
何
ん
と
い
っ
て
も
か
れ
ら
の
、
、
、
、
、
、
、
、
最大の収穫は、異郷での生な生活体験と見聞であったと思われる。
腿
応
二
年
の
イ
ギ
リ
ス
別
学
生
の
中
に
は
、
維
新
後
欧
米
に
再
剛
学
し
た
外
山
徐
八
・
筑
作
大
六
・
市
川
森
三
郎
ら
が
お
り
、
か
れ
ら
が
持
た
ら
し
た
学
術
や
見
聞
は
、
新
生
日
本
を
稗
益
す
る
所
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
筆
者
は
幕
末
の
耐
学
生
の
異
文
化
体
験
に
興
味
を
抱
き
、
こ
れ
ま
で
に
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
に
つ
い
て
の
み
諭
署
を
著
わ
し
た
が
、
本
稿
は
、
あ
る
意
味
で
は
そ
の
姉
妹
編
で
も
あ
る
。
将
来
、
好
史
料
に
恵
ま
れ
た
ら
、
仏
・
露
国
倒
学
生
に
つ
い
て
も
一
文
を
草
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
文
献
史
料
面
で
は
早
大
・
法
大
・
香
港
大
学
の
各
図
書
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
お
世
話
に
な
っ
た
外
、
若
水
俊
、
Ｊ
・
Ａ
・
ペ
ニ
ン
グ
ト
ン
両
教
授
の
教
示
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。
函汪（１）「後は苦の記他－－林遊回顧録」一二八頁。
平
成
元
年
九
月
〆￣、〆■～_、￣、〆￣、グー、グー、グー、グー、〆戸、〆■､グー、〆～グー、〆￣、￣、〆￣、グー、グー､グー、
2１２０１９１８１７１６１５１４１３１２１１１０９８７６５４３２
，－〆、.＝、＝〆、＝〆、＝〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆－－〆、－〆、－－、－〆、－〆～〆、_〆、－〆、=〆､＝”
「
英
国
留
学
一
件
二
」
（
「
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
三
一
一
」
）
。
原平三「徳川幕府の英国繭学生」（「歴史地理」第七十九巻・第五号、二五頁）。
石井研堂陥鋤”塾中村正直伝」五○頁。
注の（２）を参照。
ロイド宛、パークス書簡（一八六六・一一・三○付、横浜発）。
パークス宛の井上河内守・松平周防守・松平縫殿守連署による書簡（腿応二年九月二十九日付）。
注の（４）四八頁。
箕作大六「英行日記」。
「英行日記」には「夜第八時頃夜食を食ふ珍味許多なり」とある。
鍬緬旅芸人始末書」六頁～七頁。
川路の「英航日録」。
「文久二年上海日記」一七頁。
パ
ー
ク
ス
宛
の
ロ
イ
ド
書
簡
（
一
八
六
六
・
一
二
・
一
四
付
、
香
港
発
）
。
注の（Ｍ）を参照。
注の（３）の原論文による。
注の（ｕ）を参照。
パ
ー
ク
ス
宛
の
ロ
イ
ド
惑
簡
（
一
八
六
六
・
一
二
・
一
四
付
、
香
港
発
）
。
注の（皿）を参照。
ロイドのメモ「横浜からロンドンまでの船旅における日本人留学生十四名の付随費用」による。
注
の
（
皿
）
を
参
照
。
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
九
グーへゲムベグー、〆＝、ゴム､グーへグー、￣、〆￣、￣､グー、￣、￣、グー、￣、グー、_、〆へ_、￣、〆－，
４２４１４０３９３８３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８２７２６２５２４２３２２
，－〆、－〆、_夕～グ～〆、－〆、－－、．＝、－〆、￣、￣、．＝、‐ン、_〆、－〆、_ン－”、－＝、．＝、‐〆、-〆
注の（１）、一三九頁。
注の（４）、五七頁。
注の（３）、三六三頁。
注の（３）、三六五頁。
アレキサンダー・フォン・シーポルト宛の外務次官エドモンド・ハモンド書簡（一八六七・一一・二三付）。
ハ
モ
ン
ド
外
務
次
官
宛
の
シ
ー
ボ
ル
ト
曾
簡
（
一
八
六
七
・
二
・
二
五
付
、
パ
リ
発
）
。
カレー駐在英領事ポーモント・ホウルサム宛のハモンド書筋（一八六七・一一・三○付）。
電文には量］：目の⑪①勺『旨８９ｍ」の沖○ｍ一口一⑪ごｍで①。巨国。ｇ日』Ｐ『》言とある。
電文には量弓ロの］ロロロロのいの勺１口８］の津○四一臼⑩囚斤斤乏の］ぐの［のロ二三一一℃『・９ケ一望日『ご日ロＰ・日・ロロ兵○口『》》とある。
同右。
注の（９）に同じ。
アレクサンドリアのＰ＆ｏ汽船会社代理人宛のロイド書簡（一八六七・四・六付）。
タイムズ紙（｜ハ六七・二・四付）のコラム「地中海」弓冨冨８月ｑ目のロロによる。
パ
ー
ク
ス
宛
の
ロ
イ
ド
轡
簡
（
一
八
六
七
・
二
・
一
○
付
、
ロ
ン
ド
ン
発
）
。
「ロンドン百科辞典」（一九八三年）の一三九頁。
注
の
（
、
）
を
参
照
。
注
の
（
犯
）
に
同
じ
。
注
の
（
３
）
を
参
照
。
注同注
の右の
｡
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
パークス宛のロイド書簡（’八六六，一二・三○付、ポイント・デ・ガール発）。
注の（９）。
九
四
戸ダーヘ〆戸､－、グー、￣、グー、〆白、_、〆へ〆へ_、グー、〆■、〆￣、
追５７５６５５５４５３５２５１５０４９`１８‘１７４６４５４４
記一一一一一一一一一一一一一、-／
Ｌ－－」
（妃）電文には《《勺『ヨ８ｍ『１ぐの９口［［ず『の①帛一津の①ロロ①一旦８耳尹『の四ｓの『の国外｛。『○訂『ごｍ○『８ｍｍ［岳【の①｛○月琶帛一ぐの、曰くのＢ
ＰＯ且○二日⑰一×。）、一○、汚弓とある。
（似）ハモンド外務次官宛のシーボルト書簡（一八六七・一二・二付、クラリッジ・ホテルで認めたもの）。
、
、
、
、
、
、
文巾‐に大六の「災行日記」とあるものは、韮吾の「英行日記」の誤り。いずれ刊本する際に誤記を訂正するつもりである。
注の（４）、五八頁。
ロイド瞥簡（一八六八・六・一八付）。
パ
ー
ク
ス
宛
の
川
勝
近
江
守
書
簡
（
鰹
応
四
年
八
月
二
十
六
日
付
注の（３）、三七○頁～三七四頁を参照。
注注注油同
のののの右
。
注
の
（
妬
）
に
同
じ
。
注の（３）、三六九頁。
注
の
（
３
）
、
三
六
六
同右。
注の（妬）に同じ。
注の（３）、三六五頁。
注の（３）、三六六頁。
幕府イギリス留学生〔下〕
（３）、三七○審
（１）、二一頁。
（皿）に同じ。
三七○頁。
［一ハ六八・一○・一二）。
九
五
「英国へ川路等十三名留学一件」（東京大学史料編纂所蔵）
「
英
仏
魯
留
学
事
件
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）
「
英
国
留
学
一
件
」
（
「
続
通
信
全
覧
類
輯
之
部
三
二
」
雄
松
堂
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
刊
）
「英行日記」（箕作奎吾記・慶応元年乙丑十月二十日起稿・箕作奎吾蔵本の謄写・東京大学史料編纂所蔵）
「英航日録」（川路太郎記・川路抑虹著「黒船記」法政大学出版局、昭和二十八年七月刊所収）
原
平
三
「
徳
川
幕
府
の
英
国
卿
学
生
」
ｌ
幕
末
留
学
生
の
研
究
ｌ
」
（
『
歴
史
地
瓢
」
第
七
十
九
巻
・
第
五
号
）
川蝉霊鱗潅「東洋金鴻英国留学生への通信」（平凡社、昭和五十三年十一月刊）
渡辺修二郎「幕府時代及び明治初年の洋行Ⅱ留学生」（「明治文化研究」新旧時代・第三年・第四冊）
臘諭幾編「文久二年上海日記」（全国書房、昭和二十一年五月刊）
由
井
正
臣
校
注
「
後
は
昔
の
記
他
－
１
林
董
回
顧
録
」
（
平
凡
社
、
昭
和
四
十
五
年
十
月
刊
）
「
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
第
一
巻
」
（
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
昭
和
三
十
年
四
月
刊
）
ち
ゅ
う
文学博士外山正一述「，山存稿」［前編］（丸善株式会社、明治四十二年一二月刊）
大塚武松編「川勝家文書」百本史籍協会、昭和五年五月刊）
石井研堂著晶鋤鋤鋤中村正直伝」（成功雑誌社、明治四十年二月刊）
宮岡謙二著愚繩旅芸人始末書」（修道社、昭和三十四年七月刊）
｜般対日外交文書［マイクロフィルム］（目の８乱８］Ｃ・８日のご厨】口忌の勺：］】。”の８ａ○霞ＢごＰｏａ・ｐｌｌｏのロの日一
○・河のｍｂＣｐＱのｐｎの〕：ロロ届患～届『ＰＲ風Ｈ）［東京大学史料編纂所蔵］
曰ゴの］§自国日朋（ｙの【一目Ｑ冨巴］［□巴，】・局の①］
史
料
及
び
参
考
文
献
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
九
六
TheChinaMail［Dec､13.1866］［輝鑓Ｋ齢函熟護謹Ｇ１)ハバ、ロハヤミく］
TheIllustratedLondonNews［1867］
TheTimes［Des､3.1867］
TheTreatyPortofChinaandJapan,Ａ・ShortredeandCo.,HongKong,1867．
TheChronicle＆DirectorvforChina,Japan,＆ThePhilippinesfortheyearl869,HongKong・
ADirectoryforthenaviRationofthelndian､ａｎｄJapanoRichardHolmesLaurie,London,1870．
Rev・GeorReSmith,ＭＡ､,：ＡＮａ丘ativeofanexploraryvisittoeachoftheconsularcitiesofChina,andtotheislands
ofHongKongandChusanHatchard＆Son,London,1847．
RobertPercival：AnaccountofthelslandofCeylon,ＣａｎｄＲ,Baldwi､,London,1803．
Tallis,slllustratedLondon,JolmTallis＆ＣＯ.,London,1851．
TheJapanDirectory（1868）
IllustratedmapofLondonbyCSmith＆Son,London,186……（｜＜Ｋ○塒ごｅ掴）
HenryArthurTilley：Japan,theAmoor,andthePacific,Smith,Elder＆ＣＯ.,London,186Ｌ
ＡｉｍｅＨｕｍｂｅｒｔ：LeJaponlllustre,tomesecond,LibrairiedeLHachetteetCle,Paris,1870.
Ｗ.Ｈ・Sewards：TravelsAroundtheWorld,nAppletonandCo.,NewYork,1873.
Ｊ・Thomson：ＤｉｘａｎｓｄｅｖｏｙａｇｅｄａｎｓＬａＣhineetL,Indo-Chine,LibrairieHachetteetCIe,Paris,1877．
WilliamGray：TheHistoryofLondon：illustratedbyviewsinLondon＆Westminster,186……（１＜Ｋ○岳ごｅ糖）
BenWeinreb＆ChristopherHibbert：TheLondonEncyclopaediaMacmilan,London,1983.
Ｗ.Ａ､、Martin：TheAwakeningofChina,Hodder＆Stoughton,London,1907．
LRichard，Ｓ・卯Geographiedel，EmpiredeChine（翼洪各遼量冨諌瀧），Imprimeriedelamissioncatholique，
Shanghai,1905.
罐迄や粋=Ｋ箪齢制〔１－〕 買翠
鱸迄や幹＝Ｋ臨齢割〔倍〕頁く
StanleyLane-Poole：ＴｈｅＬｉｆｅｏｆＳｉｒ.Ｈan曰ｙＰａｒｋｅｓｖｏＬ１,MacmillanandCo.,London､1894.
Ａ・MPooley：TheSecretMemoirsofCountTadasuHayashi,ＧＰ､Putnam，sSons,ＮｅｗＹｏｒｋ＆London､1915．
ChB.-MaybonetJeanFredet：HistoiredelaConcessionFranpalsedeChanghai,LibrairiePIon,Paris,1928.
0.ｓ､Ｎｏｃｋ：TheRailwaysofBritain,Ｂ､Ｔ､BatsfordLtCL､London､1949．
ＧＢ・Endacott：AHistoryofHongKong,OxfordUniversityPress,London,1958．
GuidetoChina,issuedbytheJapaneseGovernmentRailways,Tokyo,１９２４
ThemistoclesZammit：Malta-theIslandsandtheirHistory,TheMaltaHerald,Valletta-Malta,1929．
DonaldandJoannaMoore：TheFirstl50YearsofSingapore,DonaldMoorePressLtd,Singapore,1969．
KarlBaedeker：EgyptandtheSudan,KarlBaedekerpublisher,Leipzig,1914．
KarlBaedeker：TheMediterranean,KarlBaedekerpublisher,Leipzig,1911．
KarlBaedeker：GreatBritain,KarlBaedekerpublisher,Leipzig，1910.
幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
〔
下
〕
円可一一↓Ｉ西山『‐ヨ
可
二
十
四
ヨ 幕
府
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
関
係
略
年
表
｜
］
へ
二
面
九
九
年月日（陰暦）
陽暦
関
,係
事
項
慶応二（一ハ六六）年八月八日九月初旬十月二十五日十月三十日十一月三日十一月六日十一月九日十一月十四日十一月十六日１－１－ノー．、１卜し孔十一月二十三日十一月二十四日十二月二日十二月八日十二月九日 十一十一十一十一十一十一十 一月二四日
９。咄ｎ．１ｍ・６，．９ｍ・皿旧・応ｎ．加皿・犯皿・刈吃・加ｎ．釦二八六七）己Ⅱ几０句〃０１．Ⅲ１．Ｍ
イギリス留学生十二名に辞令下りる。留学生取締（川路・中村）に辞令下りる。一行十四名と松井源水ら旅芸人一行、一一ポール号で横浜出帆。上海に到着。エイドン号に乗り替え、上海を出帆。香港に到潜。エロウラ号に乗り替え、香港出帆。シンガポールに到着。シンガポールを出帆。ペナンに到若。同日、出帆。ポイント・デ・ガールに到着。シムラ号に乗り替え、ポイント・デ・ガールを出帆。アデンに到着。同夜、出帆。スエズに到着。一同上陸し、汽車にてカイロへ向かう。夜、カイロに到着。
慶
応
四
年
慶
応
年 幕府イギリス留学生〔下〕
一
月
四
日
閏
四
月
二
十
四
日
閏
四
月
二
十
八
日
六
月
二
十
五
日
一月二日
二
月
一
日
三
月
十
二
日
十
月
十
四
日
十
一
月
七
日
十
二
月
十
九
日
十二月二十一一一日
十
二
月
二
十
八
日
十
二
月
十
二
日
十
二
月
十
六
日
同
年
暮
れ
－－～
“１１△
ｌ３ｌ８Ｍ２８ハ
、＝〆
1２１１４３
０●●●
２９１６６
、グム●〈ｍＵ
２１１
０●●
２２７２`Ｉ
11
●●
2１１７
一
同
カ
イ
ロ
を
発
し
、
汽
車
に
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
へ
向
か
う
。
留
学
生
一
同
と
松
井
源
水
一
行
、
タ
ン
ジ
ョ
１
号
に
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
アを出帆。
マルタ島に到着。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
に
寄
港
。
イギリスのサザンプトンに到着。横浜出帆後六十四日目。同夜、
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
。
チ
ャ
ー
リ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
・
ホ
テ
ル
に
投
桶
。
一同、ウッズ・ホテルに引き移る。
一同、ランカスター・ゲイト十六番地に引っ越す。
川
路
、
徳
川
民
部
大
輔
昭
武
に
拝
謁
。
十五代将鞭慶喜、政権を朝廷に返上す。
昭
武
一
行
、
ド
ー
パ
ー
に
到
着
。
夜
、
解
学
生
一
同
、
昭
武
一
行
を
出
迎
える。
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
十
二
名
、
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
。
一同、幕府瓦解を知る。
一同、パリに到着。
英・仏・蘭の留学生二十三名、パリを発してマルセイユへ向かう。
一行二十三名、横浜に到着。
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BriefNotesontheFourteenStudentｓｓｅｎｔ 
ｔｏＥｎｇｌａｎｄｉｎｔｈｅＬａｓｔＤａｙｓｏｆｔｈｅＴｏｋｕ‐ 
gawaGovernment． 
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ＡｔｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅＴｏｋｕｇａｗａｒｅｇｉｍｅｔｈｅTokugawaShogullate 
plalmedtochangedrasticallyitsmilitarysystemandtheadministra‐ 
tiolLTheplantosendyoul1gstudentstoEnglandoriginatedfromthe 
ideaofgettillgthemtostudyBritishpoliticalaffairsandmilitary 
systｅｍａｎｄｔｏｇａｉｎｓｏｍｅｐｒａｃｔｉｃａｌｅxperienceasmilitaryofficers・
Apartfromthcsesubjects,thestudentswererequestcdtol〕robethe
foulldationsof1]ationalprosperityinGreatBritainaswellastostudy 
thesciel1cesillgenera１． 
０，１OFebruaryofthesecondyearofKeio（i､e,２６Marc11,1866） 
theTokugawaGoverl〕mentdiscloseditsintelltiontosendlOstudents
toGI･eatBritainandaskedSir、IIarryParkes（1827-1885），Her
Majesty'sEnvoyExtraodinaryalldMinistel･P1enipotelltiary,ｔｏａｃｔ 
ａｓａｎｉｎｔｅＩ･mediary、Fil]allytheyobtainedthecoI】selltoftheBritish
GoverI1ment・
AfterexamsinEnglish（easytranslationfromEnglisbinto 
JapaneseandfromJapaneseintoEnglish)，whichwereheldat 
Ballshoshirabe-dokol･ｏ（Ｌit.：placeofstudyofbarbariall，sbooks、
Thiswasalsocaued"Kaisei-jo",anlmperialschool,andwasfoullded 
il】l856atYeddo-Tokyo),twelvestudelltsoutofeightyal〕plical1ts
succecdedinpassingtheexaminations・
Thesuccessfulc&lndidatesweremainlysonsoftheprofessorsof 
Kaisei-jooroftheShogul〕，ｓｌ)hysicians,Besidestlletwelvestlldents，
twomorestudellts（i､e・Ｋａｗａｊｉ＆Nakamura）wereaddedas
leaders． 
〃￣、
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Ｔｈｅｎａｍｅｓａｌｌｄｌ･al】ksofthefourteel〕studentsｗｅ1℃ａｓｆｏⅡＣＷＳ：
Rank 
HOheigashira-nami（commal1ding 
officeroftheinfantry-Iieutenallt 
coloncl） 
Ａｇｅ 
２３ 
Ｎａｍｅ 
ＴａｒＯＫａｗａｊｉ 
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3５ascholarofChineseclassics 
Gaikoku-bugyoshihaishirabeyaku 
jiseki（anassistantofthechiefofthe 
lnvestigatiollBureauul]dertheFor・
eigl〕Ａｆ(airsAgency）
1２ 
Kudokukyo-jushutsuyakuofKaisei-
jo（instructorofreadil]gofBal1sho-
shirabe-dokoro） 
KeigoMitsukul･ｉ 1５ 
Kaisei-joeigakusewakokoroe（an 
actillgcare-takel･ofEnglishstudiesof 
Kaisei-jo） 
1５ Morisaburolchikawa 
l７１１ｏｔｉｔｌｅ TOzaburoHayashi 
kokoroe（an 
theEnglish 
Kaisei-joeigakusewa 
actingcare-takerof 
studiesofKaisei-jo） 
TokujirOSugi 1７ 
1８ｎｏｔｉｔｌｅ JOgoroNaruse 
Kaisei-joeigakukyOjutetsudaishut‐ 
suyaku（anassistantoftheprofessor‐ 
aｔｅｏfEIlglishstudiesofKaisei-jo） 
SutellachiToyama 
○ 
九
lchirOOkukawa Gobanishinamilgaku-jokyOjushoku 
(acommonerdoctorandaprofessorof 
themedicalschool） 
1９ 
幕府イギリス留学生〔下〕
EinosukeFukuzawa２０ Gaikoku-bugyoshihaishirabeyaku 
(chiefoflnvestigationBureauunder 
theForeignAffairsAgency） 
ShOnosukeItoh Yoriaiishilgaku-jotorishimari（a 
supervisorofdoctorsofthemedical 
school） 
2０ 
Shinpachir5Yasui２０ｎｏｔｉｔｌｅ 
GenjiIwasa ２２'６〃
Asregardstheperiodofstudy，ｉｔｗａｓｆｉｘｅｄｆｏｒｆｉｖｅｙｅａｒｓ， 
followingSir､HarryParkes，advice,but,accordingtotheprogressof 
hisstudies,ｅａｃｈｓｔｕｄｅｎｔｗａｓｆｒｅｅｔｏｅｘｔｅｎｄｈｉｓｔermofstudy・
TheMinistersofForeignAffairsoftheTokugawaGovernment 
askedSir､HarryParkestolookforatrustworthｙｐersonwhowould 
takechargeofthestudents，Theabove-mentionedyoungmenhad 
littleexperienceoflongvoyages・Sir・HarryParkesrecommended
Rev.Ｗ､Ｖ・Lloyd,chaplainandllavalinstructorinHerMajesty'snavy
totheBakufutoaccompanythemfromYokohamatoSouthampton 
asguardianandtravelIingtutor,Rev.Ｗ､Ｖ､Lloyd,whowasreturning 
homeafterservingforthreeyearsinChinaandJapan,undertookthe 
chargeofthestudentＳ 
Ｏｎ２５０ｃｔｏｂｅｒｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆＫeio（i,e・lDecember，
1866），thefourteenstudentsandanitineranttroupeofGensui 
Matsui,consistingofsomefifteenJapaneseplayers,embarkedinthe 
P＆Omailsteamer"Nepaul'，,inwhichpassageshadbeensecuredfor 
them,andleftYokohamaforShanghai 
○八
TheJapaneseGovel･I〕melltdesiredthatthevoyageshouldbe
withoutavoidabledelay・Ｄｕ｢ingthevoyagefromYokohamato
Shanghai，mostoftheJapanesedevelope〔1sea-sickllessalldwere
ul】abletoenjoytheWestem(1isheswhichwerenewtothem、
On300ctoberoftbatyeal.（i､e､６December,1866),thepartyof 
studentsarrivedillShanghai、Soonafterlanding，thetwo-sworded
studentshadtheirtop-knots（i､e・chonmage）cutandbegantowear
croppedheads・Theyalsohadtheirphotogl･al)hstakenandsentthem
totheTycool】（i､e・ShOgull）alldhighofficialsillYeddoaspl･esents・
Kawaji,ｏｎｅｏ〔theleaderso［thel)arty,beforeleavingYeddo,had
beellorderedbytheTycoolltｏｈａｖｅｔｈｅｌ〕artyl)hotographedbotholl
arrivalil】ShanghaiandinLolldoll、
DuringthebriefstayinShal〕ghai，thestudel1tsmetDr.』､C
IIepbur、（1815-1911）andsomeJapallesesmugglerswhobecame
nostalgicfortheil･ｈｏｍｅ・Thestudentswe1℃abletosee“ｍｏｍｉ，'道台
(i､e､intelldant）throughthcilltrodllctionofCollsulWilIchesteralld 
weregivellawarmreception・
Ｏｎ３ｏｆＮｏｖｅｍｂｅｌ.（i､e､９December，1866）thestudelltswent 
aboardtheP＆Omailsteamel･"Adell”（812t.）boundforHollgKollg 
al】darrive(lｉｎｔｈｅＢｒｉｔｉｓｈＣｏｌｏｌｌｙｏｎ６ｏfNovelnber（i､e・ｌ２Ｄｅｃｅｍ‐
ber,1866).ThepartylalldcdatllollgKollgislandintheforenoollof 
thefollowingday・Duringthcirstaythere,tlleyvisitedsuchplacesas
theAnglo-Chil1eseCollege,Governmel】ｔHouse,theClockTower,the
Hol1gKongC1ub,MulTayBarracks,thedrillgl･ound,andgasfactory 
andsool1・TheJapanesewe1℃ｓｔruckwiththehighlevelofWestern
civilizatioll、
Ｏｎ９ｏｆｔｌｌｅｍｏｎｔｈ（i､e､l5December,1866),tbestudentstransfer‐ 
redthemselvestoasmallBritishsteamermE1ora,，boulldfol･Singa． 
'〕ｏｒｅａｎｄａｌ･I･ｉｖｅｄａｔｔｈｅｃｉｔｙｏｆｔｈｅＳｔｌ･aｉｔｏｌｌｌ４（ie､２０December，
1866)．Aftel･I【llIdingthepartyhil･edgharrieswhichcarriedthemto
thｅＨ６ｔｅｌｄｅｌ，Europe,somethreemilesfromBorneowharf，whel･e 
theyspenttwonights・Duril1gtlleirstayinSil〕gal)orethestudents，
withthesallctiollandfacilitiesaffordedbytheGovernor（i､e､colollel 
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Orfeul･Cavellagh）oftheStraits'settlemel】t,visitcdtheCollvictGaol
andwel･ｅｖｅｒｙｍｕｃｈｉｍｌ)ressedwiththeorder，discil〕Iinealldthe
humanityofthesystem・
TheyalsovisitedGovemmelltHousｅａｌ１ｄＦｏｌ･tFullertonwhere 
theywerereceivedbythecommalldingofficel･sofartillel･ｙａｎｄ 
ｓｈｏｗedoverthefort、
Ｏｎｌ６Ｎｏｖｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｙｅａｒ（ie､２２December,1866）ｔｈｅl)arty 
leftSingaporeforl)ellal〕ｇｏｎｂｏａｒｄｔｈｅｓｈｉｐ《oEIora''・Ｎａｌ･use,Ｓｕｇｉａｎｄ
Ｆｕｋｕｚｓａｗａｓｃｅｍｃｄｔｏｈａｖｅｃｏnsumptivetendenciesl〕c(oreleavil〕R
Japall､SincetheysI)ａｔｂｌｏｏｄｆｒｏｍｔｉｍｅｔｏｔｉｍｅｏｌｌｔｈｅｖoyaHefrom 
Sil1gapore,Rev．Ｗ､Ｖ・L1oydhadavailedhimselfofthemedicalhelp
whichwasollhal】｡，especiallythatofDr．Ｈare，allarmyMedical
DirectorGenel･alfllldafellowpassellgertoEllglaIld・However，by
goodfol･tune，thei1.1】ealthimprovedafteral･rivalillGI･catB1･itain、
TheMEIora”ａ1.1.ivedatPenallgonl8November（i､e､２４］)ecelm 
ber,1866）ａｌｌ〔101〕thesamedaysailedfromthe1℃forPointdeGaⅡe・
ＯＩｌ２３ｏｆＮｏｖｅｍｂｅｌ.（i,e,２９December,1866）ｔｈｅｓｈｉｐｌ)uⅡedilltothe 
porto（ＰｏｉｌｌｔｄｅＧａⅡeandonlalldingthestudentswel】ｔ(1irectlytothe
Orielltalllotelwhel･ｅｔｈｅｙｓｌ〕entanight・OI1thefollowingdaythe
studentstraIlsferredthemselvestothenewmnilsteamer"Simla，， 
boundforSuez、
０１】２ofDecember（i､e､７January,1867),theshiparl･ivedatAdell
andleftthe1℃ｔｈａｔｌｌｉｇｈｔｆｏｒＳｕｅｚｗｈｅｒｅｓｈｅａｒｒｉｖｅｄｉｌｌｌ〕ortol〕８ｏ［
Decembel．（i､e､l3Jallual.y,1867)．Ｏｎｔｈｅｌ]extdaytllepartylan(ｌｅｄ 
ａｔＳｕｅｚａｎｄａ(ｔｅｒｔａｋｉｌｌｇｌｕｎｃｈａｔａｈｏｔｅｌｎｅａｒｔhestatiol〕，they
boardedatrail〕rulubysteamalldwereamazedatitＳＳＩ)eed､Thetraill
arrivedilICairothatnight・
WhileinCairothestudel〕tsvisitedtheMarbleMosque（ｉｃ・
Cfimi，Mohammed'Ali），thePasha，sGardell,EgyptianMuseum（i､e・
ElAlltikkMneh）etc.,ａＩｌｄｗｅｒｅｓｔｌ･uckwithsurpriseal】dadmiration・
DairokuMitsukuri，theyounRestoftheparty，ｏｌ１ａｄａｙａ[terhis 
arrivalil1Cairo,tookaTurkishbath（i､e､steambath）whichgave 
himastrallgefeelil〕9．
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OIll2Decembel.（i､e・l7klnuary,1867）thepartyleftCairofor
AIexandriａｌ)ytrail】，ａｌ･rivingllleI･eilltheflItemool1、Itwasill
AIexandriathatthel〕artylearl]ｔＩ１〕ａｔl)【lrtoftheirluggagel〕adbeel1
piⅡagedofitscolltents､'1,11ewickcttrunksbelongingtoYasui，Ｓｕｇｉ 
ａｎｄｌｃｈｉｋａｗａｈａｄｂｅｅＩｌｌ〕r()kell（)I)CII【111(Ithecontelltswe1℃stolell；
theylost，［Cl･exallll〕|e,silkjaI)anesel()ｌｌｇｃｏａｔｗｉｔｈｆａｍｉｌｙｃ1℃sts，
uniformcoatsandtrousers,ｃ()ａｌｓｏ（１）IackcasI】mere,ｓｍａⅡJapallesc
swords,silksashes,sl1irtsaI】。ｓ(()Cl(ｉｎｇｓａｎｄｓｏｏｎ・
ThelosswascstilIlatedtol〕ｅｕＩ)will･ｄｏｆｆ123.Ｋawaji，ｔｈｅ
leader，ａｌ】dL1oydclaime(IdallMllHes［I･()ｍｔｈｅｋｉｌｌｇｉｌ】Egyl)t・The
matterwasscttledlaterollwhentheyol)tainedl･eparatiol1sillLo印
do11. 
01】ｌ６Ｄｃｃｅｍｌ)e『（ie、２１Ｊ;ll1lIal.y，1867）thestudentsal]ｄｔｈｅ
ｔｒｏｕｐｅｏｆｔｒ【ｗｅⅡingＩ)Iayel･ｓｏ［（;cllsuiMatsui,ｇｏｔｏｌ】ｂｏａｒｄｔｈｅＰ＆
Osteamer(《Ｔ【llljo１℃”boun(1(()1.ｓ()ut1laml)toIlaIldleftAIexall〔1ria[or
EIlgland、TheshiI）toucllc(ｌａｔＭａｌｍａｌ】ｄＧｉｌ〕I･altarenrouteto
EIlglalld・TheweathcrwasIille［l･omAlxalldriatoMaltabutsubse．
〔luentlytheyexl〕eriellcedstl･oｌｌｇｌｌｅａｄｗiludsal1dhighseas・Ｆｒｏｍ
ＭａｌｔａｔｏＧｉｌ)I･altal･thewcalllel.ｗ【lsfairtllough,withvariablewinds，
FromGibarltartoCaI)eFcllisterrethe"Tanjore，'rolledandI)itched 
heavily;ｗｈｅｎｃｒｏｓｓｉｎｇｔｌｌｅＢａｙｏ［Biscay,ｔｈｅｙｈａｄｄｒｉｖｉｎｇｍｉｓｔａｎｄ 
ａｈｅａｖｙｓｗｅⅡ､WhellilltheEnglishCh【lllnel,ｔｈｅｓｋｙｗ【1ｓcIoudy,witl1
moderatebreezesaIldalittlel･ain・
Ollthemorl】ｉｌｌｇｏ(２８１)ccelnl)eroftllesecon〔1yearofKeio，（i､e、
２Febl･ual･yl867）ｌｌ１ｅＪａｌ)a】〕ese()ｎｌ)oill･(1the"'1,aIljore''wel･ebeside
themselveswithjoywhc、ｔｈｅｙ［irstsiglltcdfromafal･thelandof
Sout1lerllEI〕g1alld・IIea(1il】lＨlorSoutllHlml)tom，theshil）passedthe
SolentwhiletheJal〕aneseenjoye(1watchillgthel)ealltifulsightofthe
lsleofWightollthestarbo8ll･(1.Ａb()uttl)ｒｅｅｐ.ｍ・theJal)aneselanded
atSouthamptollafteralal)ｓｅｏｆａｂｏｕｔｔｗｏｍｏｎｔｈｓｓｉｎｃｅｔｈｅｙｌｅｆt 
Yokohama・
OntheirarrivalinSouthamI)to､，messel〕gerfromtheForeigll
Officehande(ｌＲｅｖ．Ｗ､Ｖ、LIoy(ｌｈｉｓａｌ)l)oilltmentbyLordStallley
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(1826-1893）ｔｏｔａｋｅｃ【11℃ｏltheJapallesestudelltsduril〕gtheil･ｓｔ【ly
iIlEI]gland・Ｔｈｅｓｔｕ〔1elltsle(tSouthamptomatal〕ｏｕｔ５：３０１).ｍ、for
LondolI,arrivillgatWatel･IooStationatabout8：３０１).ｍ・OIlarrivil】ｇ
ａｔｔｈｅＣａＩ〕ｉｔａｌｔｈｅＩ)artywelltdirectlytotheCharil】gCrossllotel，
ridilUgincal)s,inwhichtheysettledforafew(1aysal1dthellremoved 
toWood'ｓｌｌｏｔｅｌｏｌｌ６Ｆｅｌ〕ruryl867・ＴｈｅｈｏｔｅｌｗａｓｂｕｔａｔｅｍＩ〕orary
1℃sidel】cefol･ｔｈｅｍ,ｂｕｔｔｈｅｙｈａｄｔｏｓｔａｙｔｈｅｌ･ｅｆｏ１･aboutamonthtiu
theysettleddow】】ｉｌ〕Ｉ｣oyd，snewly-boughthouse・
Ｏｌｌ６Ｍａｌ･chthestudel1tsmovcdtoNo・'6,LancasterGate,which
hadbeel1bouR【ｈｔｂｙＲｅｖ.Ｗ､Ｖ・L1oyd，Ｉｔｗａｓｉｌｌｔｈｅｄｗｅｌｌｉｎｇｔｈａｔｔｈｅ
ｓｔｕdentsbegallto1℃ceivel〕l･iv【ltelessollsofEI1glisllfromateacher
emI)IoyedbyL1oy〔ＩａＩ〕dtohaveoccasiollalsl)eciallccturesonl〕hysics
al】dchemistryfl･ｏｍｈｉ1℃dlectlⅡ.ers、Ｔｈｅstudents，however，felt
discontented，ａｓｔｉｌｎｅｗｅｌｌｔｂｙ，ｗｉｔｈlivillRtogetherillL1oyd'sresi‐ 
dellce・
Ｉｎｔｈｅｔｉｍｅｗｌ】ellthestudelltsarrivcdatLol](IC､,ｔｈｅｙ1℃quested
himtoletthemlivesel)al･atelybccauseitwasag1℃atalldcol〕stallt
disadvalltagethattheｙａｌｗａｙｓｓｌ〕okeJal〕neseil1stead()(ＥＩ]glishBut
LIoydobjectcdtoit,tellilUgthemthatitwastheirLo1..Ship，sorder 
thattheymustlivealltogｅｔｈｅｒａｔＮｏ､16,LancasterGate、Ｉｔｗａｓ，
however，、ｏｔｔｉⅡaflersomelol1gdissenti()llthatLIoydatlellgth
conselltedtotheil･desire・Ａｓａ1℃sultofthatl)ytheendofJulyofthat
year,thefollowillgstudeIltsl)egantoliveill1odgilIRs、
SutehachiToyama…………………No.52,Nottil1RIIill（North 
Kellsingtoll)，Ｍｒ・Ｈａ爪'ey、
TOzabul･ollayashi…………………Ｎｏ．14,LadbrokeRoadNotting 
llill，Ｍｒ､JohnOaklyC1ark， 
KeigoMitsukuri…………………Ｍ【lrgate，Kellt，Ｍｒ・Edward
Maltby・
Ｉｔａｌ)pearsthattheotherstudellts1℃ｍａｉｎｃｄａｔＮｏ・l6Lancaster
Gateasever､Butlivingseparatelydidl1otlastlollgl〕ecausetheabove
-mentionedstudel1tswerecalledbacktoLIoyd'sresidellcefollowiI1g 
il1structionsfromYeddo､Therewasnochoicefol･ｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｂｕｔｔｏ 
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Iivetogetherllndl･ｅｔｈｅｓｕｌ)e爪'isiol】ｏｆＬＩ()yd・
Lloydsoughttoapl)１．０１〕I･iateproceedsfl･ommakingthemlive
togetherunderhｉｓｒｏｏｆＴｈｏｕｇｈｔｈｅｅｘａｃｔｔｉｍｅｏｆｔｈｅｉrmatriculat‐ 
tionisullcertain，yetthelwelvestudents,excel)ｔＫａｗａｊｉａｎｄＮａ‐ 
kamura,seemtohaveellroⅡedil〕UlliversityCollege,inGowerstreet，
bytheyeal･'ｓｅｎｄ 
Ｏｎ２Ｄｅｃｅｍｂｅｒｌ８６７，AkitakeTokllgawa，thebrotherofthe 
Tycool1alldhｉｓ1℃tinue，arrivedillEIlglalldandwere1℃ceivedat 
CharingCI･ossStati(〕、ｌ)ythefourteellstudents・Ｔｈｅｌ)artyofthe
PrillcedurillgtheiI･ｓｔａｙｉｌ〕E11glandofab()ｕｔｔｗｏｗｅｅｋｓ，inspected
val･iousl〕IacessuchasWindsorC【lstle，ＴｈｅTimes，theArsel〕alof
Woolwich,theCrystalPal【Ice,theMint,shil〕yardsalldnavall)ortsof
Portsmouthandsooll， 
On28Januaryl868,Kawajialldothcl･studentslearllt,allofa 
suddenfromalettel･ｓｉｇｌｌｅｄｌ)ｙＹａｍａｔａｋａｌｗａｍｉｎｏ－ｋａｍｉａｌ１ｄＭｕ． 
kDyamaHayatolloshO,ｔｈａｔｔｈｅＢａｋｕｆｕｌ〕adcoual)sed・Ｔｈｅｓａｄｎｅｗｓ
ｕｌ〕setthestudelltsaIldtheywereiｎｌｌｏｍｏｏｄｆｏｒｓｔｕｄｙｉｌｌｇｔhereafter・
T1lefourteellstudellts，ａ(tel・talkingtogetheroverwhetherthey
contilluestudyingornotal1dcol1sultingalsoKurim()toAwano-kami 
illParis,decidedtoleaveEI1glalldand1℃turllholne・
Subse(luentlyolll4JunethestudentsleftLolldonforFrallce， 
arrivingillParisatnightolltｈｅｓ【ｌｍｅｄａｙ､Ｏ１１１８Ｊｕｎｅ,thetwellty
threestudellts,gatherediIlParisfromEngland,Frallcean〔1ＨｏⅡand，
leftParisfol･Mal･seillesalldfromthencetheywelｌｔａｂoardaFrellch 
mailsteamel・boulldforA1exandria・FromAIexandriatheywellt，
passillgthroughCairo,ｔｏＳｕｅｚｂｙｔｒａｉｌ１,ＡｔＳｕｅｚｔｈｅＪａｐａｌ】esestu・
delltsembal･kedollaI1availablesteameralldcolltilluedvoyagillgto 
theirhomelalld,TheyfillallyarrivedatYokohaｍａｏＩｌｌ３Ａｕｇｕｓｔｌ８６８ 
(i､e､２５Jul】ｅｏｆｔｂｃｆｏｕｌ･ｔｈｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ）il1themidstofrevolutio1】、
Sincetheperiodofstudyil)９１)al･ticularlythatofthestudentssent 
toEnglandwasolIIyaboutayearal1dahalf,theyfailedtorealizethe 
anticipatedl･esult・Thougheachstudentcouldnotattainthedesired
elld,yetbyactuauylivinginLolldol〕alldobservingWestemciviliza．
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tioll，tlleywe1℃ａｂｌｅｔｏｌ)l･oadelltheirviews、
Ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｆｏｕｌ･tcel】ｓ(udelltsstu〔1ic〔ｌａｂｌ･()H1(Iagaillil1Eurol〕ｅ
ａｎｄＡｍｅｒｉｃａａ(tertheMeijiRcstoratiol〕andafterretuminghome
theyl)Iayedactivepar(ｓｉｌｌｔｈｅ（ieldofeducatiol1;Ｉ)ail･okuMitsukuri， 
majoredinmathematics5llC【'１１１１〕ridge,|〕cc【ｌｍｃａＩ)l･ofessorofTokyo
UI】iversity・SutehachiToyamastudiedcl】ell1istryattheUIliversityof
Michiganandlaterbecallleal〕｢o(essoroITokyoUlIiversity,teachil1g
l)sycllologyaIUdsoci()I(〕卿､Moris【lburOIchikawa,lMjoredilll)hysics
【ltMalIchestel･UIlivcrsity,ａＩｌｄｂｅｃａｍｅ【１１s()ａｌ〕1.o(essorillthelmpe・
I･ialUI〕iversity、
TOzabul･ollayasllil)ecalneinlateryearsdil)IollMltalldresidedil1 
LolldonasMillistel・PIellil〕otel】tiaryal】。【l(ｔｅｒｔｈ【lｔｈｅｒｏｓｅｔｏｔｈｅ
ＭｉｌｌｉｓterforForeigl1Affail･sil】tlleSaiolljiCabilIet､Kawaji，scareer
elldedasheadmastel･()（I〈ObeshOillgirls'School・KeisukeNakamul･a，
wllellreturninghome，１)I･ought"Self-HelI)，，ｂｙＳａｍｕｅｌＳｍｉｌｅｓｗｉｔｈ 
ｈｉｍａ１】dlatertral〕slateditillIojapal〕ese､Thcbookcontril〕uteda
constl･uctivestel)ｔｏ、()(1ernkll〕all・
Asregardstheacllievelnelltsoftheothel・students，ｔｈｅｙｗｅ1℃
(orgottel］alldl1othingisknowl1abouttllemtoday、
Illwritil】ｇｔｈｉｓｅｓｓａｙｌｈａｖｅｂｅｅｌｌａｂｌｅｔｏｍａｋｅｕｓｅｏｆｔｈｅｄｉｐｌｏ・
maticdocumelltsilltllePubliｃＲｅｃｏｒｄＯ(fｉｃｅｉｎＬｏｎｄｏｎａｌｌｄｔｈｅ 
Ｃｈｉｌｌｅｓｅ＆EnglishＰ1℃ｓｓＮｅｗｓ1℃latedtothefoul･teellstudentssellt 
toEIlglall｡,ａｓｎｅｗｍａｔｅｌ･iａｌｓ（Cl･ｔｈｅｓｔｕ(Iyofthesestudents､FinaⅡｙ 
ｌｗｏｕｌｄｌｉｋｅｔｏｔｈａｌＩ１《tlleLil)I･aryofthellistol･ioRl･aI)hicallnstitute，
theUl】ive】･sityofTokyo【lndlllelibraTyoｆｔｈｃＵｌ〕iversityoflloI】g
KoIllHfortheirvariollskiIldncsses． 
Ｔ・Miyallaga・
Tokyo,３０Septeml)e1.,1989 
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